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夫
局
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第
六
十
九
巻

第
三
競

平
成
二
十
二
年
十
二
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護
行

三
星
堆
祭
杷
坑
銅
神
壇
の
圃
像
撃
的
考
察

曾

布

JII 

寛

lま

じ

め

1 

一
九
八
六
年
、
四
川
省
成
都
市
の
北
方
四

O
凶
の
唐
漢
牒
三
星
堆
遺
跡
で
二
つ
の
祭
杷
坑
が
護
見
さ
れ
、
大
量
の
遺
物
が
出
土
し
た
。
雨
坑

と
も
に
長
方
形
の
土
坑
を
な
し
、
一
競
祭
記
坑
に
は
、
銅
器
、
金
器
、
玉
器
、
石
器
、
陶
器
な
ど
四
二

O
件
の
遺
物
と
象
牙
な
ど
が
埋
め
ら
れ
、

二
競
祭
杷
坑
に
は
更
に
多
く
一
二

O
O件
の
遺
物
と
象
牙
な
ど
が
三
層
に
わ
た
り
ぎ
っ
し
り
と
埋
め
ら
れ
て
い
た
。
こ
れ
ら
の
遺
物
を
見
て
注

目
さ
れ
る
の
は
、
雨
坑
が
墳
墓
の
遺
構
で
は
な
く
、
祭
記
坑
と
命
名
さ
れ
た
よ
う
に
、
賓
際
に
祭
聞
に
用
い
た
器
物
を
埋
め
た
遺
構
で
あ
っ
た

こ
と
で
あ
る
。
大
部
分
の
遺
物
は
破
壊
さ
れ
た
り
火
で
憶
か
れ
た
り
し
た
痕
跡
が
あ
り
、
火
を
用
い
た
何
ら
か
の
宗
教
儀
穫
で
焼
か
れ
た
か
、

(
2
)
 

或
い
は
故
意
に
鼓
さ
れ
た
後
、
坑
に
埋
め
た
も
の
と
推
測
さ
れ
て
い
る
。

こ
れ
ら
二
つ
の
祭
記
坑
に
器
物
が
埋
寂
さ
れ
た
時
期
は
段
代
後
期
に
昔
た
る
と
推
定
さ
れ
た
。
股
代
後
期
と
い
え
ば
、
河
南
省
安
陽
の
段
王

朝
の
段
嘘
遺
跡
が
有
名
で
あ
る
が
、
そ
こ
か
ら
遠
く
離
れ
た
四
川
康
漠
三
星
堆
の
地
に
古
代
王
国
が
存
在
し
、
段
丈
化
の
影
響
を
受
け
つ
つ
も

濁
自
の
地
方
丈
化
を
護
達
さ
せ
て
い
た
の
で
あ
る
。
出
土
品
は
同
時
代
の
段
嘘
や
他
の
遺
跡
に
照
ら
し
て
も
異
色
の
も
の
が
多
く
、
ま
た
祭
杷

349 
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坑
で
あ
る
こ
と
を
反
映
し
て
大
型
の
造
形
遺
物
が
多
か
っ
た
。
幅
二
二
八
閣
の
銅
獣
面
具
、
通
高
二
六
二
噛
も
あ
る
大
型
銅
立
人
像
、
残
高
三

八
四

m
も
あ
る
大
型
銅
一
脚
樹
な
ど
で
あ
る
。
こ
の
ほ
か
銅
神
壇
、
玉
遺
産
、
銅
獣
面
な
ど
興
味
深
い
造
形
遺
物
が
出
土
し
、
昔
時
の
精
神
丈
化

を
知
る
ま
た
と
な
い
貴
重
な
資
料
で
あ
っ
た
。

本
稿
は
こ
れ
ら
の
遺
物
の
中
で
も
銅
柿
壇
を
主
に
取
り
上
げ
、
圃
像
撃
的
方
法
を
も
っ
て
考
察
す
る
。
銅
一
珊
壇
の
よ
う
な
立
瞳
的
造
形
作
品

は
、
園
像
を
封
象
と
し
て
そ
の
意
味
を
問
題
と
す
る
園
像
皐
に
と
っ
て
は
恰
好
の
研
究
封
象
と
い
え
る
。
但
し
、
園
像
向
学
の
封
象
と
し
て
は
絵

り
に
時
代
が
古
く
、
従
来
神
話
惇
説
の
固
像
研
究
に
使
わ
れ
た

『
山
海
経
』
や
『
楚
辞
』
な
ど
の
丈
献
史
料
も
、
そ
の
有
数
性
に
限
り
が
あ
る

こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
従
っ
て
必
要
な
の
は
園
像
の
綿
密
な
観
察
で
あ
り
、
前
後
に
わ
た
る
時
代
の
多
く
の
圃
像
か
ら
抽
出
し
た
園
像
濁
白

の
論
理
の
適
用
で
あ
る
。
幸
い
な
こ
と
に
、
祭
叩
に
用
い
た
大
量
の
器
物
が
全
て
一
括
し
て
埋
め
ら
れ
た
た
め
、
国
像
研
究
に
必
要
な
比
較
の

封
象
に
困
ら
な
い
ば
か
り
か
、
相
互
の
関
連
づ
け
が
可
能
で
あ
る
。
ま
た
火
に
遭
い
破
壊
さ
れ
て
い
た
に
し
て
も
、
原
則
的
に
は
全
て
の
部
品

築
物
に
乏
し
く
、

ほ
と
ん
ど
何
も
解
明
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
首
代
の
園
像
墜
研
究
に
お
い
て
、
そ
の
突
破
口
を
聞
く
貴
重
な
資
料
を
我
々
は
手

2 

が
坑
内
に
あ
っ
た
は
ず
で
、
復
原
が
可
能
で
あ
る
。
銅
神
壇
も
深
刻
な
損
壊
を
こ
う
む
っ
て
い
た
け
れ
ど
も
、
従
来
こ
の
よ
う
な
造
形
的
な
構

に
入
れ
た
の
で
あ
る
。

天
上

地
上

地
下
世
界

(
3
)
 

銅
一
柳
壇
は
三
星
堆
祭
杷
坑
か
ら
出
土
し
た
遺
物
の
中
で
も
、
未
解
決
の
問
題
を
最
も
多
く
抱
え
た
作
品
と
い
え
る
。
何
よ
り
も
徐
り
に
も
深

刻
な
損
傷
を
被
っ
た
が
た
め
に
、
部
品
を
集
め
た
復
原
が
ほ
と
ん
ど
不
可
能
だ
か
ら
で
あ
る
。
従
っ
て
断
片
的
な
部
品
を
手
掛
か
り
に
専
ら
園

面
上
で
の
復
原
作
業
が
行
わ
れ
、
詳
細
な
護
掘
報
告
書
が
出
た
段
階
で
一
層
の
復
原
案
が
示
さ
れ
た
が
、
現
在
で
は
そ
れ
よ
り
も
更
に
多
く
の

(
5
)
 

断
片
を
附
け
加
え
た
新
復
原
案
が
次
々
と
一
示
さ
れ
て
い
る
と
い
っ
た
朕
況
で
あ
る
。
そ
し
て
復
原
が
進
む
に
つ
れ
徐
々
に
明
ら
か
に
な
っ
て
き

た
の
は
、
こ
の
作
品
が
内
包
す
る
園
像
皐
的
意
味
は
極
め
て
重
要
で
、
昔
時
の
三
星
堆
の
人
々
が
考
え
た
天
上
・
地
上
・
地
下
世
界
に
わ
た
る



神
話
的
宇
宙
観
を
開
示
す
る
の
み
な
ら
ず
、
首
時
の
人
々
に
と
っ
て
最
も
重
要
な
宗
敬
的
行
震
で
あ
っ
た
祭
記
に
つ
い
て
も
そ
の
内
容
を
具
瞳

的
に
明
示
す
る
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
賄
で
は
、
か
つ
て
一
九
七
二
、
三
年
に
前
漢
初
期
の
湖
南
長
沙
馬
王
堆
一
競
漢
墓
と
三
競
漢
墓
か
ら
出
土

し
た
二
貼
の

T
字
形
吊
書
一
に
類
似
す
る
が
、
こ
ち
ら
は
墳
墓
の
出
土
品
で
な
い
か
ら
死
者
儀
曜
と
関
係
な
い
上
に
、
時
代
も
更
に
一
千
年
近
く

湖
一
る
立
躍
的
作
品
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

(
6
)
 

さ
て
、
銅
一
珊
壇
を
取
り
上
げ
る
に
首
た
っ
て
、
こ
れ
ま
で
提
起
さ
れ
た
復
原
案
の
う
ち
で
も
最
新
の
孫
華
氏
の
復
原
案
(
園
1
)
を
中
心
に

述
べ
て
い
き
、
必
要
に
麿
じ
て
他
の
復
原
案
に
も
鰯
れ
る
こ
と
に
す
る
。
銅
柿
壇
は
全
部
で
七
暦
か
ら
成
り
、
大
略
上
段
、
中
段
、
下
段
の
三

つ
の
部
分
に
分
か
れ
る
。
い
ま
、
各
部
に
つ
い
て
あ
ら
ま
し
述
べ
る
と
、
最
下
部
の
下
段
第
一
層
は
、
楕
固
形
の
蓋
座
の
上
に
互
い
に
逆
向
き

の
二
頭
の
柿
獣
と
そ
の
外
側
に
外
を
向
い
た
二
人
の
人
物
が
立
つ
。
二
人
の
人
物
は
と
も
に
頭
部
を
快
き
、
袖
の
無
い
膝
ま
で
の
雷
丈
の
衣
を

着
て
帯
を
結
び
、
雨
腕
を
曲
、
げ
拳
を
作
っ
て
身
構
え
て
い
る
。
ま
た
一
肺
獣
は
楕
固
形
の
大
き
な
頭
部
に
折
れ
曲
が
っ
た
一
本
の
角
と
二
つ
の
耳

を
立
て
、
正
面
か
ら
見
る
と
横
長
の
長
方
形
の
口
を
聞
け
て
い
る
。
頚
、
胴
瞳
、
脚
は
い
ず
れ
も
太
く
短
く
、
ず
ん
ぐ
り
し
た
瞳
形
を
し
て
、
太

3 

く
長
い
尾
を
垂
れ
、
別
に
尾
翼
を
上
に
跳
ね
上
げ
て
い
る
。
こ
の
神
獣
は
明
ら
か
に
一
本
の
角
と
尾
翼
と
で
上
の
蓋
を
支
え
て
お
り
、

そ
の
第

二
層
の
蓋
上
に
は
四
人
の
人
物
が
四
方
に
立
っ
て
い
る
。
四
人
の
人
物
は
と
も
に
長
い
棒
肢
の
も
の
を
胸
前
で
雨
手
で
握
り
、
袖
無
し
の
膝
ま

で
の
長
さ
の
衣
を
着
て
、
上
が
聞
い
た
大
き
な
帽
子
を
被
り
、
上
方
の
山
岳
の
乗
る
方
形
蓋
を
支
え
て
い
る
。
ま
た
上
が
聞
い
た
帽
子
か
ら
は

痩
せ
た
細
面
の
神
人
が
一
舗
を
長
く
伸
ば
し
て
頭
を
出
し
て
い
る
。

中
段
の
第
三
層
は
方
形
蓋
上
に
横
に
連
な
る
山
岳
丈
を
合
計
四
つ
ぐ
る
り
と
め
ぐ
ら
し
、
そ
の
頂
き
に
第
困
層
の
金
頂
式
聖
殿
(
以
下
聖
殿

と
す
る
)
が
の
る
。
聖
殿
は
方
形
を
し
て
各
面
内
部
に
脆
い
て
胸
前
で
両
手
を
園
環
肢
に
作
っ
た
人
物
を
五
人
ず
つ
配
し
、
各
面
の
軒
中
央
に

人
面
烏
身
の
神
人
、
屋
根
の
四
隅
に
神
鳥
が
止
ま
っ
て
い
る
。
ま
た
聖
殿
の
金
頂
屋
根
の
中
央
に
は
方
形
の
筒
形
突
起
(
高
約
三
倒
、
幅
六
・

五
個
)
が
垂
直
に
立
ち
上
が
り
、

口
沿
一
明
下
に
は
凸
線
が
口
沿
と
平
行
に
め
ぐ
っ
て
い
る
。
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護
掘
報
告
書
の
復
原
案
(
園
2
)
は
こ
の
中
段
ま
で
で
あ
っ
た
が
、
孫
華
氏
の
新
復
原
案
は
こ
の
上
に
更
に
第
五
、
六
、
七
層
を
積
み
上
げ
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(
6
)
 

る
。
即
ち
報
告
書
で
は
別
件
と
さ
れ
て
い
た
「
紳
殿
屋
蓋
」
と
「
紳
殿
頂
部
」
で
あ
る
。
報
告
書
の
「
神
殿
屋
蓋
」
(
園
3
)
を
逆
さ
ま
に
し

て
、
そ
の
下
部
を
第
困
層
聖
殿
屋
根
中
央
の
方
形
筒
型
突
起
に
か
ぶ
せ
て
第
五
屠
と
し
、
更
に
そ
の
上
に
「
神
殿
頂
部
」
(
園
4
)
を
の
せ
て

上
段
第
六
、
七
屠
と
す
る
。
従
来
の
上
狭
下
債
の
ま
ま
の
「
紳
殿
屋
蓋
」
で
は
第
困
層
と
の
接
績
は
不
可
能
で
あ
っ
た
が
、
こ
れ
を
ひ
つ
く
り

返
し
て
上
唐
下
狭
に
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
第
困
層
頂
き
の
突
起
の
幅
に
合
わ
せ
接
績
可
能
と
し
た
の
で
あ
る
。
逆
さ
に
し
た
「
神
殿
屋
蓋
」
の

下
部
に
は
三
本
の
平
行
し
た
凸
線
が
あ
る
が
、
こ
の
凸
線
を
含
め
た
下
端
幅
は
八
叩
で
あ
り
、
こ
の
凸
線
の
幅

(
0
・二
m
)
と
器
壁
の
厚
さ

(
0
・
一
二
四
)
を
引
け
ば
、
確
か
に
第
困
層
の
突
起
の
幅
六
・
五

m
に
近
く
な
る
。
ま
た
第
困
層
方
形
突
起
に
か
ぶ
さ
る
「
神
殿
屋
蓋
」
の
深
さ

(
7
)
 

は
、
方
形
突
起
の
口
沿
か
ら
下
の
凸
線
ま
で
の
幅
一
個
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
園
面
の
上
で
は
確
か
に
接
績
可
能
の
よ
う
で
あ
る
。
第
四
屠
突

起
と
「
紳
殿
屋
蓋
」
の
接
合
部
に
み
ら
れ
る
凸
線
の
共
通
性
も
、
雨
者
を
つ
な
ぐ
要
素
の
よ
う
に
も
考
え
ら
れ
る
。

こ
の
接
合
が
正
し
い
と
す
れ
ば
、
逆
さ
に
し
た
「
神
殿
屋
蓋
」
が
第
五
層
と
な
り
、
上
贋
下
狭
の
坂
形
を
し
た
第
五
層
に
は
、
下
に
帯
賦
の

4 

波
曲
丈
(
山
岳
)
、
上
に
各
面
三
つ
の
畑
丈
が
横
に
並
べ
て
配
さ
れ
る
。
そ
し
て
こ
の
第
五
層
の
上
に
「
柿
殿
頂
部
」
が
の
り
、
「
一
脚
殿
頂
部
」

は
第
六
層
と
第
七
層
に
分
か
れ
る
。
第
六
屠
は
各
面
ほ
ほ
蓋
形
を
し
た
フ
レ
ー
ム
を
作
っ
て
、
更
に
内
部
を
横
と
縦
一
本
ず
つ
の
枠
で
匝
切
り
、

下
部
の
左
右
二
つ
の
枠
内
に
は
、
透
か
し
彫
り
さ
れ
た
背
中
合
わ
せ
の
一
封
の
龍
が
下
方
に
向
か
っ
て
空
中
を
舞
う
さ
ま
に
表
さ
れ
、
上
方
に

は
三
個
の
園
渦
丈
が
横
に
並
ん
で
い
る
。
そ
し
て
最
上
層
の
第
七
層
に
は
、
上
中
十
身
を
快
い
た
人
物
が
波
状
三
角
丈
の
上
に
腰
を
か
け
て
い
る
。

人
物
像
の
上
に
更
に
積
み
重
ね
た
可
能
性
は
あ
る
が
、
高
さ
、
幅
を
考
慮
す
れ
ば
、

ほ
ぼ
こ
れ
が
限
界
で
、
た
だ
一
人
坐
す
人
物
像
が
こ
の
榊

壇
の
頂
き
と
み
な
し
て
よ
い
と
思
わ
れ
る
。
こ
こ
で
は
積
み
上
げ
ら
れ
た
第
五
、
六
、
七
層
を
上
段
と
し
、
上
・
中
・
下
段
を
併
せ
た
一
柳
壇
全

瞳
の
高
さ
は
、
約

一
O
m
で
あ
る
。

で
は
、
こ
の
榊
壇
は
一
睦
何
を
表
し
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
天
上
・
地
上
・
地
下
の
三
つ
の
世
界
を
表
し
て
い
る
と

い
う
説
が
あ
る
。
例
え
ば
報
告
書
に
よ
る
聖
殿
ま
で
の
復
原
案
が
示
さ
れ
た
段
階
で
、
越
殿
増
氏
は
、
最
下
層
の
怪
獣
が
地
界
、
四
人
の
人
物

が
人
間
(
界
)
、
山
岳
と
山
頂
の
聖
殿
を
天
界
と
し
た
。
し
か
し
、
こ
の
説
は
方
向
は
正
し
か
っ
た
と
し
て
も
、
更
に
上
に
「
紳
殿
屋
蓋
」
と



「
一
肺
殿
頂
部
」
を
附
け
加
え
た
新
復
原
案
が
示
さ
れ
た
今
と
な
っ
て
は
、
受
け
入
れ
る
こ
と
の
で
き
な
い
見
解
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。

結
論
的
に
言
え
ば
、
筆
者
も
、
新
復
原
案
を
前
提
と
し
て
、
こ
の
一
利
壇
は
天
上
・
地
上
・
地
下
の
三
つ
の
世
界
を
表
し
て
い
る
と
考
え
る
。

そ
し
て
、
そ
の
神
話
的
宇
宙
観
を
背
景
と
し
て
、
首
時
管
ま
れ
た
宗
教
的
な
祭
記
の
有
様
が
表
さ
れ
て
い
る
と
考
え
る
の
で
あ
る
。
し
か
し
、

こ
こ
ま
で
は
比
較
的
容
易
で
あ
る
が
、

で
は
、
一
脚
壇
の
ど
こ
か
ら
ど
こ
ま
で
が
天
上
・
地
上
・
地
下
の
そ
れ
ぞ
れ
の
世
界
に
相
首
す
る
か
と
い

う
こ
と
に
な
る
と
な
か
な
か
容
易
で
は
な
い
。
首
然
、
首
時
の
第
一
義
的
な
宗
教
思
想
に
基
づ
く
神
話
的
宇
宙
観
を
反
映
し
て
い
る
筈
で
あ
る

が
、
段
代
以
前
に
お
け
る
そ
の
よ
う
な
造
形
資
料
、
文
字
資
料
は
管
見
の
限
り
例
が
な
い
か
ら
で
あ
る
。
と
り
わ
け
地
下
の
世
界
に
至
っ
て
は

皆
無
と
言
っ
て
よ
い
。
従
っ
て
後
代
の
あ
ら
ゆ
る
関
係
資
料
を
総
動
員
し
て
類
推
す
る
こ
と
が
必
要
と
な
る
が
、
同
じ
く
古
代
の
天
上
・
地

上
・
地
下
の
三
つ
の
世
界
を
開
示
し
た
資
料
と
し
て
は
、
前
漢
初
期
の
馬
王
堆
漢
墓
か
ら
出
土
し
た
二
件
の

T
字
形
吊
童
が
最
も
有
殺
で
あ
る
。

馬
王
堆
の
三
基
の
墓
の
墓
主
は
、
二
競
墓
が
呂
后
二
年
(
前
一
八
六
)
に
亡
く
な
っ
た
長
沙
固
丞
相
に
し
て
軟
侯
の
利
蒼
、

一
披
墓
が
利
蒼
夫

5 

人
(
軟
佼
夫
人
)
、
三
披
墓
が
母
親
に
先
立
っ
て
丈
帝
一
一
一
年
(
前
一
六
八
)
に
亡
く
な
っ
た
息
子
で
、

T
字
形
吊
重
は
一
競
墓
と
三
競
墓
か
ら

出
土
し
た
。
二
つ
の
吊
董
は
死
後
に
お
け
る
墓
主
の
霊
魂
の
昇
仙
を
主
題
と
し
、
内
容
は
墓
主
の
男
女
の
相
達
を
反
映
し
て
若
干
の
相
違
が
み

ら
れ
た
け
れ
ど
も
、
基
本
的
に
は
同
じ
で
あ
っ
た
。

い
ま
保
存
賦
態
の
良
か
っ
た
一
披
漢
墓
出
土
の
吊
重
を
中
心
に
取
り
上
げ
て
い
く
こ
と
に

す
る
。馬

王
堆
一
披
漢
墓
の
吊
童
旦
(
園
U
一
に
は
明
確
に
天
上
・
地
上
・
地
下
の
三
つ
の
世
界
が
一
不
さ
れ
て
い
る
。
最
下
部
に
交
差
す
る
二
匹
の
大

魚
の
上
に
の
っ
て
上
半
身
裸
の
力
士
が
支
え
る
白
い
牽
が
、
地
下
の
水
の
世
界
と
地
上
の
人
間
世
界
と
の
境
界
で
あ
る
。
『
楚
辞
』
天
聞
な
ど

に
あ
る
通
り
、
大
地
は
竃
と
い
う
大
亀
に
よ
っ
て
支
え
ら
れ
る
と
い
う
惇
説
が
あ
り
、
そ
の
亀
が
擬
人
化
さ
れ
名
残
り
を
留
め
た
の
が
こ
の
力

士
で
あ
る
。
ま
た
上
部
の
幅
の
麿
い
部
分
に
人
身
蛇
尾
の
天
帝
女
嫡
や
、
中
に
烏
の
い
る
太
陽
、
兎
と
槍
除
の
い
る
月
な
ど
が
表
さ
れ
た
の
が

天
上
世
界
で
あ
り
、
地
上
世
界
と
の
境
界
は
上
に
豹
の
よ
う
な
紳
獣
が
の
っ
た
門
柱
と
基
蓋
が
そ
れ
に
首
た
る
。
こ
の
自
書
一
の
主
題
は
あ
く
ま

353 

で
死
後
の
霊
魂
の
昇
仙
で
あ
り
、
被
葬
者
軟
侯
夫
人
の
霊
魂
が
死
後
に
昆
忠
岡
山
の
不
死
の
聖
域
へ
と
昇
仙
す
る
に
首
た
っ
て
、
今
や
二
頭
立
て
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の
華
蓋
附
き
龍
舟
に
乗
り
込
み
、
上
方
の
昆
忠
岡
山
の
門
め
が
け
て
出
護
せ
ん
と
す
る
と
こ
ろ
が
描
か
れ
て
い
る
。
そ
の
昇
仙
が
繰
り
属
、
げ
ら
れ

る
舞
蓋
と
し
て
、
天
上
・
地
上
・
地
下
に
わ
た
る
昔
時
の
宇
宙
観
が
一
不
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
吊
書
一
の
突
如
の
出
現
は
非
常
に
驚
異
的

で
あ
っ
た
が
、
主
題
の
昇
仙
以
外
に
も
、
扶
桑
、
十
日
、
常
義
、
女
畑
、
昆
忠
岡
山
な
ど
、
『
山
海
経
』
『
楚
辞
』
な
ど
に
登
場
す
る
神
話
惇
説
が

数
多
く
描
か
れ
て
い
る
よ
う
に
、
中
園
の
南
方
に
停
わ
る
古
い
記
憶
が
留
め
ら
れ
て
お
り
、
こ
こ
に
開
示
さ
れ
た
天
上
・
地
上
・
地
下
の
宇
宙

観
も
古
い
記
憶
に
基
づ
く
こ
と
は
首
然
珠
想
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

い
ま
、
こ
の
吊
書
一
と
一
柳
壇
を
並
べ
て
比
較
し
て
み
る
と
、
一
柳
壇
も
吊
書
一
と
同
じ
く
縦
に
極
端
に
長
い
構
固
を
用
い
て
、
地
下
か
ら
天
上
ま
で

の
世
界
が
表
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
、
お
お
よ
そ
見
書
が
つ
く
。
吊
童
に
お
い
て
地
下
の
水
の
世
界
で
大
魚
に
乗
っ
て
大
地
を
支
え
る
力
士
は
、

紳
壇
で
は
一
岬
獣
に
乗
っ
た
四
人
の
人
物
が
相
官
す
る
ら
し
い
こ
と
、
ま
た
自
書
一
に
お
い
て
地
上
世
界
の
最
下
部
で
奥
の
祭
壇
に
供
物
を
捧
げ
そ

の
前
で
扶
手
し
て
祭
記
を
行
う
六
人
の
人
物
は
、
一
珊
壇
で
は
聖
殿
の
内
側
に
胸
前
で
雨
手
を
園
環
肢
に
作
っ
て
脆
く
各
面
五
人
の
人
物
が
相
嘗

6 

す
る
ら
し
い
こ
と
、
吊
董
に
お
い
て
一
大
上
界
の
最
上
部
中
央
に
君
臨
す
る
天
帝
女
摘
は
、
一
刺
壇
の
頂
き
で
波
賦
三
角
丈
を
腰
掛
け
に
坐
す
人
物

に
相
官
す
る
ら
し
い
こ
と
、
な
ど
が
見
て
取
れ
る
。
段
後
期
の
一
榊
壇
と
前
漢
初
期
の
吊
重
と
は
一
千
年
近
く
の
時
間
の
隔
た
り
が
あ
る
に
も
か

か
わ
ら
ず
、
大
ま
か
と
は
い
え
こ
の
封
麿
は
驚
く
べ
き
こ
と
で
あ
る
。

柿
壇
の
宇
宙
観
と
祭
聞
を
考
察
す
る
上
で
、
も
う
一
つ
の
重
要
な
資
料
は
、
他
な
ら
ぬ
同
じ
二
披
祭
杷
坑
か
ら
出
土
し
た
玉
遺
産
で
あ
る
。

(ロ)

こ
の
玉
遺
埠
は
全
長
五
四
・
二
叩
、
全
睦
に
刀
先
が
片
寄
っ
て
尖
る
万
剣
の
形
を
し
て
、
柄
の
部
八
刀
(
邸
部
)
は
幅
が
や
や
狭
く
な
っ
て
い
る
。

興
味
深
い
の
は
両
面
に
線
刻
さ
れ
た
書
一
像
(
園
6
)
で
、
柄
と
刀
先
に
近
い
部
分
に
ほ
ぼ
同
じ
書
一
像
が
合
計
四
幅
刻
さ
れ
、
各
面
の
二
幅
は
互

い
に
上
下
逆
を
向
き
、

し
か
も
最
上
層
の
人
数
は
刃
先
の
方
は
三
人
で
あ
る
の
に
封
し
て
狭
い
柄
の
方
は
二
人
に
な
っ
て
い
る
。
各
幅
の
線
刻

書
一
像
は
五
層
に
分
か
れ
、
中
段
の
帯
肢
の
雲
雷
丈
を
境
界
と
し
て
上
下
二
段
に
分
か
れ
、
上
下
と
も
下
に
二
つ
の
山
岳
、
上
に
二
人
(
三
人
)

(
日
)

の
女
性
を
配
し
、
聞
は
二
本
の
平
行
線
で
分
か
た
れ
て
い
る
。
下
段
の
二
つ
の
山
岳
は
と
も
に
雲
気
丈
や
固
丈
な
ど
で
飾
ら
れ
、
右
側
の
山
岳

の
頂
き
近
く
に
は
先
端
の
尖
っ
た
鈎
肢
の
創
の
よ
う
な
も
の
を
横
に
突
き
刺
し
、
外
側
の
麓
に
は
そ
れ
ぞ
れ
牙
嘩
を
二
つ
に
割
れ
た
剣
先
を
上



に
突
き
立
て
て
い
る
。
山
上
の
三
人
の
女
性
は
各
々
寄
蔭
形
の
帽
子
を
被
っ
て
耳
飾
り
を
着
け
、
腹
前
で
雨
手
を
字
国
肢
に
作
っ
て
組
み
、
脆

い
て
い
る
。
ま
た
上
段
の
二
つ
の
山
岳
は
雲
気
丈
や
園
丈
で
飾
ら
れ
、
山
岳
と
山
岳
の
聞
に
船
の
よ
う
な
も
の
が
行
く
ほ
か
、
外
側
に
は
そ
れ

ぞ
れ
固
環
肢
に
作
っ
た
手
が
上
か
ら
垂
れ
下
が
り
山
岳
の
中
腹
に
鯛
れ
て
い
る
。
山
の
上
方
の
二
人
(
一
二
人
)
の
女
性
は
上
が
平
ら
な
帽
子
を

被
っ
て
耳
飾
り
を
つ
け
、
腹
前
で
雨
手
を
半
固
肢
に
作
っ
て
組
み
、
先
の
尖
っ
た
靴
を
履
い
て
立
っ
て
い
る
。

こ
の
玉
遺
産
の
線
刻
書
一
像
を
銅
一
榊
壇
と
比
べ
て
見
る
と
、
前
者
は
下
段
山
岳
の
下
に
属
が
る
地
下
の
世
界
こ
そ
描
か
れ
て
い
な
い
も
の
の
、

紳
壇
と
明
確
に
封
麿
し
て
い
る
の
が
わ
か
る
。
下
段
の
二
つ
の
山
岳
と
山
上
の
三
人
の
女
性
は
、
紳
壇
中
段
の
山
岳
と
山
上
の
聖
殿
内
の
各
面

五
人
の
男
性
に
封
臨
し
、
両
者
の
人
物
は
脆
い
て
い
る
貼
で
は
共
通
す
る
け
れ
ど
も
、
性
別
を
異
に
す
る
ほ
か
、
手
の
し
ぐ
さ
も
異
に
し
、
後

者
が
胸
前
で
雨
手
を
そ
れ
ぞ
れ
固
環
状
に
作
る
の
に
封
し
、
前
者
は
腹
前
で
雨
手
を
そ
れ
ぞ
れ
字
国
肢
に
作
っ
て
組
ん
で
い
る
。
女
性
と
男
性

に
よ
る
し
ぐ
さ
の
達
い
と
思
わ
れ
る
。
雨
者
は
地
上
に
お
け
る
山
上
で
の
祭
把
を
表
し
、
人
物
は
昔
時
祭
把
を
執
り
行
う
シ
ャ

1
マ
ン
で
あ
ろ

(
N
U
)
 

ぅ
。
シ
ャ

l
マ
ン
は
女
性
の
場
合
は
亙
、
男
性
の
場
合
は
現
と
呼
ば
れ
た
。
ま
た
上
段
の
二
つ
の
山
岳
と
山
上
の
二
人
(
一
二
人
)
の
女
性
は
、

7 

銅
榊
壇
上
段
第
五
層
の
波
曲
丈
山
岳
と
第
七
暦
頂
き
の
波
賦
三
角
丈
に
腰
掛
け
る
一
人
の
人
物
に
封
廃
す
る
。
但
し
二
人
(
三
人
)
と
一
人
に

よ
る
意
味
の
遣
い
は
大
き
く
、
前
者
は
複
数
い
る
一
判
官
で
あ
る
の
に
封
し
、
後
者
は
、
先
に
馬
王
堆
吊
重
の
天
帝
女
摘
に
封
磨
し
て
い
た
よ
う

に
、
天
上
世
界
の
唯
一
紳
で
あ
る
上
帝
の
よ
う
な
存
在
で
あ
ろ
う
。
す
る
と
線
刻
書
一
の
上
段
は
天
上
世
界
を
表
し
て
い
る
こ
と
に
な
る
が
、
(
貫

際
こ
こ
で
は
中
段
の
帯
状
の
雲
雷
丈
に
よ
っ
て
上
段
の
天
上
世
界
と
下
段
の
地
上
世
界
と
は
は
っ
き
り
と
匝
分
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

そ
こ
で
問
題
と
な
る
の
は
線
刻
童
の
上
段
の
天
上
世
界
に
配
さ
れ
た
山
岳
の
性
格
で
あ
る
。
山
岳
で
あ
る
か
ら
に
は
地
上
世
界
に
属
す
る
筈

で
あ
る
の
に
、
何
故
天
上
世
界
に
配
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
ま
た
こ
の
山
岳
は
下
段
の
地
上
世
界
の
山
岳
と
ど
の
よ
う
に
匝
別
さ
れ
る

の
で
あ
ろ
う
か
。
こ
れ
を
解
く
手
掛
か
り
は
馬
王
堆
一
披
漢
墓
の
吊
書
一
に
存
在
す
る
。
上
述
の
如
く
、
白
巾
書
一
の
横
幅
の
贋
い
上
部
は
天
上
世
界

355 

に
相
官
し
、
下
方
の
門
柱
と
そ
の
基
蓋
を
地
上
世
界
と
の
境
界
と
し
て
、
天
上
世
界
の
右
側
に
は
扶
桑
が
描
か
れ
て
い
る
。
扶
桑
は

経
』
大
荒
東
経
に
次
の
よ
う
に
い
う
。

『
山
海



356 

大
荒
の
中
に
山
有
り
、
名
づ
け
て
肇
揺
額
抵
と
日
う
。
上
に
扶
木
有
り
、
柱
き
こ
と
三
百
里
、
其
の
葉
は
芥
の
如
し
。
谷
有
り
、
温
源
谷

と
目
、
っ
。
湯
谷
は
上
に
扶
木
有
り
、

一
日
方
に
至
り
、

一
日
方
に
出
づ
。
皆
烏
に
載
せ
ら
る
。

即
ち
、
他
の
海
外
東
経
の
記
事
な
ど
を
含
め
併
せ
解
棒
す
る
と
、
大
地
の
東
の
果
て
に
位
置
す
る
湯
谷
の
ほ
と
り
に
高
さ
三
百
里
の
扶
木
(
扶

桑
)
が
あ
り
、
十
個
あ
る
太
陽
(
十
H
)
は
湯
川
八
口
で
湯
浴
み
し
て
扶
桑
を
の
ぼ
り
、
毎
日
一
個
ず
つ
天
空
へ
と
出
愛
し
て
西
の
蒙
谷
に
沈
む
。

そ
の
一
個
の
太
陽
が
地
下
の
世
界
を
通
っ
て
再
び
東
方
の
湯
谷
に
時
還
し
て
始
め
て
、
別
の
一
個
の
太
陽
が
出
費
す
る
と
い
う
の
で
あ
る
。
白
巾

書
一
の
扶
桑
は
ま
さ
に
『
山
海
経
』

の
記
述
通
り
に
描
か
れ
て
お
り
、
幹
と
枝
を
し
な
や
か
に
く
ね
ら
せ
た
扶
桑
に
は
九
個
の
赤
い
日
輪
が
止
ま

っ
て
お
り
、
木
末
の
大
き
な
太
陽
だ
け
中
に
烏
が
描
か
れ
て
出
設
を
待
っ
て
い
る
。
こ
の
太
陽
と
扶
桑
に
封
麿
し
て
、
左
側
に
は
龍
に
乗
っ
て

天
空
を
運
行
す
る
白
い
三
日
月
と
中
に
い
る
玉
免
と
槍
除
が
描
か
れ
る
よ
う
に
、
今
の
時
聞
は
夜
で
、
朝
に
出
鼓
し
た
太
陽
は
既
に
西
に
沈
ん

で
地
下
の
水
の
世
界
を
蹄
還
途
中
で
あ
り
、
「
一
日
方
に
至
り
、
一
日
方
に
出
づ
」
と
い
う
運
行
規
則
に
則
っ
て
、
扶
桑
に
は
九
個
の
太
陽
が

(
国
)

居
り
、
ま
た
木
末
の
太
陽
を
載
せ
て
運
ぶ
龍
も
今
は
扶
桑
に
絡
ま
っ
て
待
機
中
と
い
う
わ
け
で
あ
る
。
い
ず
れ
に
し
て
も
、
地
上
に
属
す
る
扶

8 

桑
が
天
上
世
界
に
配
さ
れ
た
の
は
、
天
上
の
太
陽
と
密
接
に
関
係
し
た
、
天
上
世
界
と
地
上
世
界
に
わ
た
る
存
在
で
あ
っ
た
が
た
め
で
あ
ろ
う
。

同
様
の
こ
と
は
昆
嵩
山
に
つ
い
て
も
嘗
て
は
ま
る
。
吊
重
で
は
、
天
上
世
界
の
下
端
に
昆
岩
山
の
門
と
豹
の
よ
う
な
形
を
し
た
守
護
紳
の
陸

吾
の
み
描
か
れ
る
が
、
馬
王
堆
漢
墓
と
同
時
期
の
長
沙
砂
子
塘
漢
墓
の
外
棺
左
側
板
(
園
7
)
に
は
昆
忠
岡
山
の
山
岳
そ
の
も
の
が
、
『
水
経
注
」

(
口
)

に
大
地
の
中
央
に
あ
っ
て
一
再
一
千
里
の
高
さ
で
銅
柱
の
よ
う
に
聾
え
る
と
い
う
記
述
通
り
に
描
か
れ
、
麓
に
は
『
山
海
経
』
西
山
経
の
記

(
民
)

述
通
り
に
二
頭
の
陸
吾
が
昆
忠
岡
山
を
守
護
す
る
よ
う
に
配
さ
れ
て
い
る
。
吊
書
一
で
は
、
死
後
の
霊
魂
の
昆
詣
山
へ
の
昇
仙
を
主
題
と
す
る
が
故

(
刊
日
)

に
、
死
後
の
霊
魂
の
行
き
着
く
先
の
入
口
と
し
て
昆
忠
岡
山
の
門
が
描
か
れ
た
の
で
あ
る
。
そ
の
毘
忠
岡
山
は
、
『
山
海
経
」
西
山
経
に
、

西
南
四
百
里
を
見
命
の
丘
と
日
う
。
日
疋
れ
賓
に
帝
の
下
都
な
り
。

と
記
す
よ
う
に
、
天
帝
の
下
都
、

つ
ま
り
地
上
に
あ
り
な
が
ら
天
帝
の
直
轄
す
る
都
と
し
て
、
地
上
で
は
な
く
一
大
上
に
属
す
る
聖
域
で
あ
っ
た
。

そ
の
た
め

『
楚
辞
」
離
騒
の
主
人
公
が
天
界
へ
の
遠
征
に
首
た
っ
て
は
、
ま
ず
皇
民
間
山
へ
向
け
て
飛
期
し
た
よ
う
に
、
山
昆
罷
山
は
天
上
世
界
へ



の
入
り
口
に
首
た
る
通
路
、
神
話
皐
的
に
い
え
ば
宇
宙
山
と
し
て
、
天
上
世
界
に
至
る
天
梯
と
し
て
の
機
能
を
有
し
て
い
た
。
こ
の
よ
う
に
昆

慰
問
山
は
扶
桑
と
同
じ
く
地
上
と
天
上
に
わ
た
る
存
在
だ
か
ら
こ
そ
、
吊
書
一
で
は
中
段
の
地
上
世
界
で
は
な
く
上
段
の
天
上
世
界
に
配
さ
れ
た
の

で
あ
る
。

玉
遺
障
の
線
刻
書
一
の
上
段
に
描
か
れ
た
山
岳
も
、
こ
の
昆
嵩
山
と
同
じ
よ
う
な
天
梯
的
機
能
を
も
っ
た
聖
山
で
あ
り
、
ま
さ
に
そ
の
賄
に
お

い
て
、
下
段
の
地
上
世
界
に
描
か
れ
た
山
岳
と
匝
別
さ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
後
者
の
山
岳
は
そ
の
麓
に
祭
器
と
し
て
の
玉
恵
が
突
き
立

っ
て
い
る
よ
う
に
、
人
間
に
よ
っ
て
祭
杷
が
管
ま
れ
る
、
よ
り
身
近
な
地
上
の
山
岳
で
あ
っ
た
。
そ
の
よ
う
な
地
上
の
山
岳
で
の
祭
杷
の
有
様

は
、
同
じ
二
披
祭
叩
坑
か
ら
出
土
し
た
祭
杷
人
物
坐
像
(
園
8
)
に
よ
っ
て
も
一
不
さ
れ
る
。
下
に
雲
気
丈
を
透
か
し
彫
り
し
た
山
岳
が
あ
り
、

山
頂
の
平
ら
な
面
に
は
一
人
の
人
物
が
祭
器
の
隼
を
頭
上
に
頂
き
、
う
や
う
や
し
く
脆
い
て
い
る
。
人
物
は
上
半
身
裸
で
下
に
祐
を
つ
け
、
巌

粛
な
面
持
ち
で
大
事
そ
う
に
隼
に
雨
手
を
嘗
て
支
え
て
い
る
。
蓋
の
附
い
た
隼
に
酒
を
盛
り
、
天
上
の
一
肺
に
封
し
て
う
や
う
や
し
く
捧
げ
る
祭

玉
遺
産
の
下
段
に
脆
く
女
性
は
勿
論
、
銅
榊
壇
の
聖
殿
内
部
で
脆
く
人
物
も
、

み
な
地
上
で
祭
杷
を
行
う
シ
ャ

1
マ
ン
を
表
し
て
い
た
。
事
責
、

9 

記
を
行
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
を
見
て
も
わ
か
る
通
り
、
地
上
で
の
祭
記
の
際
に
は
、
シ
ャ

l
マ
ン
は
脆
く
の
が
昔
時
の
櫨
儀
で
あ
り
、

玉
遺
産
の
上
段
の
天
上
界
の
人
物
は
、
脆
く
必
要
の
な
い
至
高
の
世
界
の
神
官
と
し
て
立
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
従
っ
て
、
銅
一
珊
壇
の
聖
殿
と

中
の
人
物
を
天
上
界
の
代
表
と
み
な
す
見
解
も
あ
っ
た
が
、
こ
の
一
事
を
と
っ
て
も
そ
れ
は
あ
り
得
な
い
と
言
っ
て
よ
い
。

こ
の
よ
う
に
玉
遺
産
線
刻
霊
像
の
上
段
山
岳
が
天
上
界
に
属
し
た
天
梯
機
能
を
持
っ
た
聖
山
で
あ
る
か
ら
に
は
、
銅
一
珊
壇
第
五
層
の
波
曲
丈

の
山
岳
も
同
様
に
天
上
世
界
に
属
し
た
天
梯
機
能
を
持
っ
た
聖
山
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
銅
紳
壇
で
も
こ
の
大
梯
機
能
を
持
っ
た
山
岳
は
地

上
の
山
岳
と
は
は
っ
き
り
匝
別
し
て
象
ら
れ
て
お
り
、
ま
た
帯
状
波
曲
丈
に
よ
っ
て
複
数
の
山
岳
が
描
か
れ
た
の
は
、
『
山
海
経
』

で
も
こ
の

(
初
)

よ
う
な
天
梯
機
能
を
持
っ
た
山
岳
は
、
昆
忠
岡
山
の
ほ
か
に
も
肇
山
(
海
内
経
)
、
登
葎
山
(
海
外
凶
経
)
、
霊
山
(
大
荒
凶
経
)
な
ど
複
数
あ
っ
た

か
ら
で
あ
ろ
う
。
こ
の
波
曲
文
の
聖
山
は
中
段
の
地
上
世
界
の
山
岳
と
比
べ
る
と
丈
様
内
部
に
飾
り
も
な
く
梢
や
淡
白
な
表
現
で
存
在
感
に
歓
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け
る
感
が
す
る
が
、
あ
な
が
ち
そ
う
で
も
あ
る
ま
い
。
と
い
う
の
は
、
こ
の
波
曲
丈
の
山
岳
の
員
上
に
畑
丈
を
大
き
く
配
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、



358 

山
岳
の
聖
性
が
著
し
く
強
調
さ
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

(
引
)

畑
丈
は
中
心
に
孔
が
あ
い
た
固
圏
が
あ
っ
て
、
中
聞
に
七
個
の
光
+
亡
が
配
さ
れ
、
外
側
は
凸
園
貼
を
連
ね
た
帯
を
め
ぐ
ら
し
て
い
る
。
こ
の

畑
丈
は
、
下
の
波
曲
丈
の
山
岳
も
凸
園
貼
を
連
ね
た
帯
で
表
わ
さ
れ
て
、
表
現
方
法
が
共
通
し
、
各
面
三
個
の
畑
丈
と
三
つ
の
山
岳
と
が
互
い

に
相
釘
躍
し
て
い
る
か
の
よ
う
に
み
え
る
。
ま
た
こ
の
文
様
は
銅
神
壇
で
は
最
下
層
の
神
獣
の
口
先
雨
側
面
に
も
表
さ
れ
る
ほ
か
、
二
披
祭
杷

(
幻
)

坑
か
ら
出
土
し
た
断
片
の
銅
怪
獣
耳
の
内
側
に
も
表
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
、
畑
文
は
紳
獣
に
も
使
わ
れ
て
い
る
の
で
、
そ
れ
自
身
が
何

か
を
表
し
て
い
る
と
い
う
よ
り
、
聖
性
の
象
徴
と
み
る
の
が
安
首
で
、
そ
れ
が
表
さ
れ
た
神
獣
の
聖
な
る
属
性
を
象
徴
的
に
示
し
た
り
、
そ
の

下
に
表
さ
れ
た
山
岳
の
聖
な
る
属
性
を
象
徴
的
に
示
す
た
め
に
配
し
た
も
の
と
解
さ
れ
る
。
い
ず
れ
に
し
て
も
こ
れ
に
よ
っ
て
波
曲
丈
の
山
岳

が
聖
な
る
山
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
が
、
こ
の
聖
山
の
聖
山
た
る
所
以
で
あ
る
と
こ
ろ
の
、
天
上
と
地
上
を
結
ぶ
通
路
と
し
て
の
天
梯
機
能
は
、

上
方
に
更
に
龍
が
表
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
よ
っ
て
も
知
れ
る
。

第
六
屠
の
各
面
に
配
さ
れ
た
二
頭
の
龍
は
、
胴
瞳
を
上
に
頭
部
を
下
に
し
て
下
降
す
る
形
に
作
ら
れ
て
い
る
が
、
既
に
大
部
分
が
破
損
し
て
、

10 

上
方
の
尾
の
一
部
と
下
方
の
上
半
身
の
み
が
建
っ
て
い
る
。
こ
こ
で
注
目
さ
れ
る
の
は
そ
の
表
現
方
法
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
龍
本
龍
と
ま
わ
り

の
雲
気
丈
は
透
か
し
彫
り
の
技
法
で
形
作
ら
れ
て
お
り
、
龍
が
空
中
を
舞
う
さ
ま
が
こ
と
さ
ら
強
調
さ
れ
て
い
る
。
銅
一
珊
壇
の
よ
う
に
上
へ
上

へ
と
何
層
も
積
み
上
げ
て
い
く
青
銅
製
の
立
瞳
構
築
物
に
と
っ
て
、
こ
の
よ
う
な
表
現
方
法
は
構
築
物
を
構
造
的
に
弱
瞳
化
す
る
こ
と
は
必
定

で
あ
る
。
事
賓
、
こ
こ
で
は
か
ろ
う
じ
て
一
部
残
っ
た
フ
レ
ー
ム
や
龍
の
形
も
ひ
ど
く
折
れ
曲
が
っ
て
い
た
。
つ
ま
り
そ
の
よ
う
な
リ
ス
ク
を

目
し
て
ま
で
表
現
す
る
必
要
が
あ
っ
た
こ
と
に
な
る
が
、
そ
の
必
要
と
は
天
上
と
聖
山
の
聞
に
一
慣
が
る
天
空
の
存
在
を
示
す
こ
と
と
、
そ
の
大

空
を
難
な
く
往
来
す
る
龍
の
機
能
を
示
す
こ
と
で
あ
る
。
龍
は
元
来
地
上
の
淵
に
住
む
水
怪
で
あ
る
が
、
他
の
一
脚
獣
と
異
な
る
龍
だ
け
の
特
性

と
し
て
、
翼
を
持
ち
、
天
と
地
の
聞
を
上
り
下
り
す
る
能
力
を
有
し
て
い
た
。
こ
こ
に
天
空
を
舞
う
龍
が
表
現
さ
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
懸
け

離
れ
て
い
た
上
方
の
天
上
と
下
方
の
聖
山
は
繋
が
り
、
こ
の
聖
山
を
通
路
と
し
て
更
に
地
上
へ
と
繋
が
る
の
で
あ
る
。
聖
山
の
天
梯
機
能
は
十

分
に
表
現
さ
れ
て
い
る
と
言
っ
て
よ
い
。
従
っ
て
第
六
暦
の
龍
も
第
五
暦
の
聖
山
も
い
ず
れ
も
所
を
得
て
お
り
、
復
原
の
際
に
、
聖
殿
の
上
に



こ
れ
ら
を
積
み
上
げ
た
こ
と
は
園
像
準
的
に
も
間
違
い
で
は
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
な
お
、
龍
の
上
に
、
右
回
り
に
回
締
持
す
る
四
個
の
光
+
亡
を

表
し
た
園
渦
丈
(
火
文
、
回
紋
)
が
各
面
三
個
配
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
も
畑
紋
と
同
じ
よ
う
に
龍
の
聖
性
を
象
徴
す
る
も
の
と
解
さ
れ
る
。

因
み
に
、
聖
山
と
天
上
と
の
関
係
に
つ
い
て
、
後
代
の
聖
山
の
代
表
的
存
在
で
あ
る
昆
嵩
山
を
例
に
と
る
と
、
『
准
南
子
』
墜
形
訓
は
次
の

(
お
)

よ
う
に
述
べ
る
。

日
比
命
の
郎
、
或
し
上
る
こ
と
之
に
倍
す
れ
ば
、
是
を
涼
風
の
山
と
謁
う
。
之
に
登
れ
ば
不
死
と
な
る
。
或
し
上
る
こ
と
之
に
倍
す
れ
ば
、

日
疋
を
牒
圃
と
謂
う
。
之
に
登
れ
ば
乃
ち
霊
な
り
。
能
く
風
雨
を
使
う
。
或
し
上
る
こ
と
之
に
倍
す
れ
ば
、
乃
ち
維
れ
上
天
な
り
。
之
に
登

れ
ば
乃
ち
一
柳
な
り
。
是
を
太
帝
の
居
と
謂
う
。

昆
忠
岡
山
の
構
造
と
形
而
上
撃
的
な
次
元
に
つ
い
て
述
べ
た
も
の
で
、
こ
の
記
事
の
す
ぐ
前
に
「
豚
圃
・
涼
風
・
奨
桐
は
昆
命
の
閏
闇
(
門
)
の

中
に
在
り
」
と
記
す
よ
う
に
、
山
昆
忠
岡
山
は
下
か
ら
奨
桐
・
涼
風
・
豚
圃
の
三
暦
か
ら
成
り
、
そ
の
中
暦
の
涼
風
に
達
す
れ
ば
不
死
、
頂
き
の
牒

帝
)
の
居
所
で
あ
る
上
天
に
出
、

そ
こ
に
達
す
れ
ば
絶
封
者
と
し
て
一
紳
と
な
る
と
い
う
の
で
あ
る
。
従
っ
て
毘
忠
岡
山
の
直
上
空
に
上
帝
の
居
所

11 

圃
(
懸
圃
)
に
達
す
れ
ば
霊
と
な
る
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
。
昆
忠
岡
山
は
こ
こ
ま
で
で
、
そ
の
頂
き
の
牒
圃
を
更
に
上
に
の
ぼ
る
と
太
帝
(
上

が
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
の
昆
岩
山
と
天
上
と
の
閥
係
は
銅
一
岬
壇
に
も
あ
て
は
ま
り
、
銅
一
岬
壇
で
は
聖
山
か
ら
天
上
に
の
ぼ
る
手
段
と
し

て
龍
が
登
場
し
た
わ
け
で
あ
る
が
、
昆
嵩
山
の
直
上
空
に
上
帝
の
居
所
が
あ
る
と
い
う
位
置
闘
係
も
銅
神
壇
に
あ
て
は
ま
り
、
確
か
に
聖
山
の

上
空
に
は
波
拭
三
角
丈
に
腰
掛
け
て
神
人
ら
し
き
人
物
が
い
る
。
神
人
が
上
帝
で
あ
る
か
ど
う
か
は
い
ま
論
じ
な
い
こ
と
に
し
て
、
こ
こ
が
天

上
で
あ
る
こ
と
は
間
違
い
あ
る
ま
い
。

こ
の
よ
う
に
、
銅
神
壇
で
は
天
上
世
界
が
階
層
的
に
表
現
さ
れ
、
と
り
わ
け
天
上
世
界
が
聖
山
と
上
一
大
と
に
明
確
に
匝
別
さ
れ
て
い
る
の
は

注
目
さ
れ
る
。
後
に
神
仙
思
想
が
生
ま
れ
る
と
、
地
上
世
界
と
天
上
世
界
と
の
中
間
に
仙
界
と
で
も
呼
ぶ
べ
き
領
域
が
新
た
に
匝
分
さ
れ
、
昆
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忠
岡
山
に
代
表
さ
れ
る
よ
う
に
、
地
上
と
天
上
を
連
絡
す
る
天
梯
で
あ
る
と
同
時
に
、
『
山
海
経
」
西
山
経
や
『
准
南
子
」
墜
形
訓
に
み
た
如
く
、

(
包
)

天
帝
の
直
轄
す
る
不
死
の
聖
域
と
さ
れ
た
。
馬
王
堆
漢
墓
や
山
東
臨
叶
金
雀
山
九
競
漠
墓
な
ど
か
ら
出
土
し
た
昇
仙
圃
吊
書
一
は
ま
さ
に
こ
の
考
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(
お
)

え
方
を
如
賓
に
示
す
も
の
で
、
山
昆
山
E

岡
山
は
死
後
の
霊
魂
が
不
死
、
即
ち
、
水
遠
の
生
を
菅
む
た
め
に
赴
く
楽
園
と
し
て
は
っ
き
り
描
か
れ
て
い
る
。

(
お
)

仙
は
、
『
種
名
』
稗
長
幼
に
「
老
い
て
死
せ
ざ
る
を
仙
と
日
う
」
と
あ
り
、
山
昆
忠
岡
山
を
仙
界
と
す
る
の
は
首
を
得
て
い
よ
う
。
で
は
、
こ
の
よ

う
な
仙
界
の
概
念
が
い
つ
頃
成
立
し
た
か
と
言
え
ば
、
昇
仙
園
の
制
作
が
戦
園
時
代
に
遡
る
こ
と
は
、
戦
園
後
期
の
長
沙
子
弾
庫
楚
墓
出
土
の

人
物
御
龍
自
書
一
、
中
期
の
長
沙
陳
家
大
村
楚
墓
出
土
の
人
物
龍
鳳
吊
童
同
一
に
一
不
さ
れ
る
通
り
で
あ
り
、
ま
た
昆
嵩
山
も
、
『
楚
辞
』
の
中
で
も
最

も
早
く
戟
園
時
代
に
成
立
し
た
離
騒
や
天
間
篇
、
「
山
海
経
』

の
同
じ
く
西
山
経
な
ど
に
登
場
す
る
の
で
、
少
な
く
と
も
戟
圃
中
期
に
は
既
に

存
在
し
た
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
し
か
し
、
銅
一
川
壇
の
制
作
さ
れ
た
の
は
、
こ
れ
よ
り
は
る
か
以
前
の
段
代
後
期
の
こ
と
で
あ
る
。
未
だ
神

仙
思
想
も
昆
忠
岡
山
も
成
立
し
て
い
な
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
、
銅
一
珊
壇
の
天
上
世
界
に
お
い
て
上
天
と
は
っ
き
り
匝
別
さ
れ
た
聖
山
は
、

も
っ
ぱ
ら
地
上
世
界
と
連
絡
す
る
た
め
の
天
梯
と
し
て
の
聖
域
で
あ
っ
た
と
み
る
の
が
安
首
で
あ
ろ
う
。
連
絡
通
路
と
し
て
の
天
梯
で
あ
る
が

ゆ
え
に
、
後
の
西
王
母
の
よ
う
な
神
仙
も
住
ま
ず
、
上
述
し
た
よ
う
に
存
在
感
も
薄
く
表
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
と
も
か
く
と
し
て
、
後

こ
の
聖
山
に
関
す
る
も
う
一
つ
の
問
題
は
、
地
上
の
山
岳
と
の
位
置
闘
係
で
あ
る
。
銅
神
壇
に
お
い
て
も
玉
遺
産
に
お
い
て
も
、
聖
山
と
地

12 

に
仙
界
の
昆
民
間
山
へ
と
護
展
す
る
萌
芽
的
要
素
が
、
既
に
股
代
後
期
の
銅
一
刺
壇
に
聖
山
と
し
て
表
さ
れ
て
い
た
こ
と
は
注
目
に
値
す
る
。

上
山
岳
は
上
下
の
二
段
に
切
り
離
し
て
表
さ
れ
、
上
段
に
位
置
す
る
聖
山
は
あ
た
か
も
空
中
に
浮
い
て
い
る
か
の
よ
う
に
み
え
る
。
こ
れ
に
封

し
て
後
代
の
昆
忠
岡
山
は
、
長
沙
砂
子
塘
一
競
漢
墓
の
外
棺
漆
書
一
に
み
ら
れ
た
よ
う
に
、
大
地
の
中
央
に
し
っ
か
り
裾
を
唐
げ
て
、
上
は
天
を
突

く
銅
柱
の
よ
う
に
聾
え
、
ま
さ
に
天
地
を
つ
な
ぐ
宇
宙
山
と
し
て
面
目
躍
如
た
る
も
の
が
あ
っ
た
。
賓
は
銅
紳
壇
の
聖
山
も
空
中
に
浮
い
て
い

る
の
で
は
な
く
、
大
地
に
繋
が
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
二
披
祭
杷
坑
出
土
の
「
銅
一
利
樹
園
座
」
(
園
9
)
を
み
る
と
、
下
竿
の
固
形
基
蓋
の
部

分
は
上
下
二
段
の
階
梯
を
な
し
、
と
も
に
連
珠
丈
と
雲
雷
丈
か
ら
成
る
波
曲
丈
に
よ
っ
て
山
岳
が
ぐ
る
り
と
表
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
上
半
の

先
端
部
に
は
四
枚
の
花
鶏
と
果
貰
か
ら
成
る
花
果
が
配
さ
れ
て
、
今
は
二
つ
の
鳥
爪
の
痕
跡
し
か
残
っ
て
い
な
い
が
、

一
羽
の
烏
が
果
貰
に
止

ま
っ
て
い
た
。
下
牛
の
二
段
の
山
岳
は
い
う
ま
で
も
な
く
地
上
の
山
岳
と
聖
山
を
表
し
て
お
り
、
そ
の
聖
山
の
頂
き
か
ら
樹
木
の
室
が
伸
び
花

果
を
附
け
て
い
た
の
で
あ
る
。
そ
の
花
果
に
烏
が
止
ま
っ
て
い
た
こ
と
は
、
天
地
を
往
来
す
る
神
烏
た
ち
の
止
ま
り
木
、
即
ち
湿
り
代
が
あ
っ



た
こ
と
を
意
味
し
、
こ
の
聖
山
が
天
地
を
繋
ぐ
天
梯
で
あ
っ
た
こ
と
を
表
し
て
い
る
。
こ
れ
を
見
て
も
わ
か
る
通
り
、
聖
山
は
天
に
向
か
っ
て

従
亨
え
る
宇
宙
山
と
し
て
地
上
の
山
岳
の
上
に
の
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
考
え
方
は
聖
山
に
限
っ
た
こ
と
で
は
な
く
、
別
に
一
競
大

型
一
珊
樹
で
は
、
最
下
段
に
ラ
ッ
パ
形
を
し
た
地
上
の
山
岳
が
表
さ
れ
、
そ
の
上
に
天
地
を
繋
ぐ
宇
宙
樹
と
し
て
の
柿
樹
が
の
っ
て
い
る
通
り
で

(

お

)

(

鈎

)

あ
る
。
以
上
、
銅
紳
壇
の
天
上
世
界
と
地
上
世
界
に
つ
い
て
考
察
し
た
の
で
、
最
後
に
下
段
の
地
下
の
世
界
の
考
察
に
移
る
こ
と
に
す
る
。

銅
一
柳
壇
の
下
段
は
二
層
に
分
か
れ
下
層
に
神
獣
二
頭
と
二
人
の
人
物
、
上
層
に
四
人
の
人
物
が
い
る
。
こ
の
四
人
の
人
物
に
つ
い
て
は
、
こ

れ
ま
で
多
く
の
研
究
者
に
よ
っ
て
地
上
世
界
に
属
す
る
と
さ
れ
て
き
た
。
し
か
し
、
す
ぐ
上
に
山
岳
が
あ
る
か
ら
に
は
地
下
に
属
す
る
に
相
違

な
く
、
こ
の
四
人
の
人
物
は
、
そ
の
頭
頂
の
帽
子
が
上
に
大
き
く
聞
い
て
蓋
を
支
え
て
い
る
よ
う
に
、
大
地
を
支
え
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

山
岳
を
亀
が
支
え
る
書
一
像
は
、
後
漢
ま
で
下
る
が
山
東
町
南
書
一
像
石
墓
の
中
室
八
角
柱
の
書
一
像
石
(
圃
叩
)
の
例
が
あ
り
、
そ
こ
で
は
頂
き
に

西
王
母
の
い
る
昆
嵩
山
の
山
岳
を
大
き
な
亀
が
頭
と
雨
前
足
で
支
え
て
い
る
。
ま
た
、
上
述
し
た
よ
う
に
馬
王
堆
一
競
漢
墓
の
自
主
で
は
、
恐
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ら
く
こ
の
亀
が
擬
人
化
さ
れ
た
と
思
わ
れ
る
力
士
が
二
匹
の
大
魚
の
上
に
乗
っ
て
、
や
は
り
頭
と
雨
腕
で
白
い
墓
を
支
え
て
い
る
。
こ
れ
ら
二

例
と
銅
紳
壇
の
場
合
と
の
大
き
な
遣
い
は
、
前
者
は
地
下
が
魚
や
亀
が
住
む
水
の
世
界
と
さ
れ
て
い
る
の
に
封
し
、
後
者
は
土
の
世
界
と
さ
れ

て
い
る
こ
と
で
あ
り
、
そ
の
違
い
に
よ
っ
て
イ
メ
ー
ジ
に
大
き
な
隔
た
り
が
生
じ
誤
解
さ
れ
て
き
た
の
で
あ
る
。

四
人
の
人
物
が
雨
手
で
握
っ
て
持
つ
長
い
紐
肢
の
も
の
は
、
上
端
は
折
れ
て
不
明
で
あ
る
が
、
折
れ
曲
が
っ
た
下
端
は
蛇
の
頭
部
の
よ
う
に

作
ら
れ
、
蛇
を
象
徴
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
同
じ
よ
う
な
蛇
を
象
徴
し
た
も
の
は
、
戦
国
時
代
の
河
南
信
陽
長
室
開
一
競
楚
墓
か
ら
出
土
し

(
初
)

た
錦
誌
の
漆
書
一
像
に
も
み
ら
れ
、
そ
こ
で
は
逆
三
角
形
の
頭
飾
を
つ
け
た
シ
ャ

l
マ
ン
が
こ
の
躍
動
す
る
紐
肢
の
蛇
を
雨
手
に
持
っ
て
叫
び
聾

(
訂
)

を
上
げ
て
い
る
。
ま
た
成
都
近
く
で
出
土
し
た
後
漢
の
陶
製
鎖
墓
偏
(
四
川
省
博
物
館
城
)
は
、
長
い
舌
を
垂
ら
し
て
右
手
は
斧
を
持
ち
、
左
手

は
蛇
を
掴
ん
で
い
る
。
後
者
の
場
合
は
、
戦
国
時
代
の
楚
墓
出
土
の
鎮
墓
獣
が
蛇
を
口
に
街
え
る
の
と
同
様
に
、
地
中
に
住
む
蛇
は
墓
室
内
に

侵
入
し
て
荒
ら
す
邪
鬼
の
象
徴
的
存
在
と
考
え
ら
れ
、
そ
れ
に
針
す
る
一
種
の
お
ど
し
と
し
て
演
出
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
を
見
て
も
わ
か

361 

る
よ
う
に
古
来
、
蛇
は
地
中
に
住
む
も
の
と
み
な
さ
れ
る
か
ら
、
こ
こ
で
地
下
世
界
の
四
人
の
人
物
が
蛇
を
手
に
し
て
も
不
思
議
は
な
い
の
で
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あ
る
。
但
し
こ
こ
で
の
蛇
は
邪
鬼
の
象
徴
と
し
て
で
は
な
く
、
錦
琵
の
シ
ャ

1
マ
ン
の
場
合
と
同
じ
く
蛇
の
有
す
る
何
ら
か
の
霊
的
な
力
が
信

じ
ら
れ
持
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

こ
の
四
人
の
人
物
の
性
格
を
知
る
一
つ
の
手
掛
か
り
と
し
て
、
脚
部
と
腿
部
に
表
さ
れ
た
目
丈
が
あ
る
。
目
丈
は
菱
形
を
し
て
中
央
に
大
き

な
眼
球
が
配
さ
れ
て
お
り
、
銅
一
珊
壇
で
こ
の
四
人
の
他
に
見
ら
れ
る
の
は
、
地
下
世
界
の
底
座
に
立
つ
二
人
の
人
物
と
天
上
世
界
の
頂
き
に
坐

す
一
珊
人
で
あ
る
。

つ
ま
り
地
上
世
界
の
シ
ャ

l
マ
ン
以
外
の
人
物
が
つ
け
て
お
り
、
特
に
地
下
世
界
の
四
人
が
底
座
の
二
人
と
と
も
に
上
世
界

の
神
人
と
共
通
し
て
つ
け
て
い
る
の
は
注
目
さ
れ
る
。

つ
ま
り
、
こ
の
四
人
は
シ
ャ

l
マ
ン
で
な
い
の
は
も
ち
ろ
ん
で
あ
る
が
、
地
下
世
界
の

神
官
と
し
て
宇
宙
の
最
高
神
で
あ
る
一
大
上
界
の
神
人
の
指
揮
下
に
あ
っ
て
、
大
地
を
支
え
る
任
務
に
つ
い
て
い
た
も
の
と
考
え
ら
れ
よ
う
。

こ
の
よ
う
に
、
大
地
は
確
か
に
こ
の
四
人
の
人
物
に
よ
り
支
え
ら
れ
て
い
る
が
、
こ
の
四
人
は
更
に
最
下
層
の
柿
獣
二
頭
に
よ
っ
て
支
え
ら

れ
て
い
る
。
大
地
を
支
え
る
一
珊
獣
と
い
え
ば
す
ぐ
に
大
亀
の
琶
を
思
い
浮
か
べ
る
常
識
に
と
っ
て
は
、
賓
に
意
外
な
存
在
で
あ
る
。
し
か
し
海
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を
知
ら
な
い
内
陸
の
人
聞
に
と
っ
て
は
、
地
底
に
い
る
一
脚
獣
と
し
て
有
り
得
る
存
在
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、
よ
り
合
理
的
な
、
水
中
の
置
が
大

地
を
支
え
る
と
い
う
考
え
方
が
属
ま
る
に
つ
れ
て
次
第
に
駆
逐
さ
れ
、
『
楚
辞
』
な
ど
に
書
き
留
め
ら
れ
た
輩
に
封
し
て
、
ど
こ
に
も
書
き
留

め
ら
れ
る
こ
と
な
く
、
人
聞
の
記
憶
か
ら
抹
殺
さ
れ
て
し
ま
っ
て
い
た
。
と
こ
ろ
が
偶
然
に
も
、
一
一
一
星
堆
祭
杷
坑
の
護
掘
に
よ
っ
て
再
び
姿
を

表
し
た
と
い
う
わ
け
で
あ
る
。

こ
の
紳
獣
が
三
星
堆
の
古
代
人
に
と
っ
て
ど
の
よ
う
な
存
在
で
あ
っ
た
か
は
、
次
の
事
賓
に
よ
っ
て
窺
え
る
。
祭
杷
坑
か
ら
出
土
し
た
何
樫

(
沼
)

か
の
銅
立
人
像
の
中
に
、
下
中
十
身
を
快
い
た
残
高
四

0
・
二
仰
の
銅
獣
首
冠
人
像
(
園
刊
)
が
あ
る
。
大
き
さ
は
銅
立
人
像
の
中
で
も
最
も
大

き
い
大
型
銅
立
人
像
の
約
半
分
ほ
ど
で
あ
る
。
そ
の
名
の
如
く
頭
頂
に
獣
の
頭
部
を
象
っ
た
冠
を
被
り
、
大
型
銅
立
人
像
と
同
じ
く
つ
り
上
が

っ
た
目
、
大
き
な
鼻
、
横
に
長
い
口
を
持
ち
、
雨
腕
を
曲
げ
て
胸
前
で
手
を
園
環
状
に
作
っ
て
い
る
。
特
に
獣
首
冠
に
注
目
す
る
と
、
こ
れ
が

銅
一
珊
壇
最
下
層
の
一
珊
獣
の
頭
部
を
象
っ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
に
気
附
く
。
横
に
長
い
長
方
形
の
口
を
聞
け
て
、
頭
頂
に
前
方
に
折
れ
曲
が
っ
た

一
本
の
角
と
左
右
の
耳
を
そ
ば
立
て
る
の
も
同
じ
で
あ
り
、
顔
の
側
面
に
表
さ
れ
た
鈎
拭
の
目
の
形
、

口
先
の
畑
丈
の
形
も
神
獣
と
同
じ
で
あ



る
こ
の
現
象
を
ど
の
よ
う
に
解
す
べ
き
か
と
い
え
ば
、
例
え
ば
三
星
堆
遺
跡
と
闘
係
の
深
い
成
都
の
金
沙
遺
跡
で
護
見
さ
れ
た
段
末
か
ら
西
周

(
お
)

の
銅
立
人
像
(
園
M
M
)

は
、
高
さ
一
回
・
六
一
仰
で
、
手
の
し
ぐ
さ
は
獣
首
冠
像
と
同
じ
で
あ
る
が
、
続
髪
に
結
っ
た
頭
に
は
興
味
深
い
丈
様

の
冠
を
着
け
て
い
る
。
中
心
の
固
形
の
ま
わ
り
に
二
二
本
の
光

t
が
右
回
り
に
回
轄
す
る
と
い
う
、
明
ら
か
に
太
陽
を
象
っ
た
文
様
が
表
さ
れ

て
い
た
の
で
あ
る
。
他
方
、
金
沙
遺
跡
か
ら
は
金
四
烏
緯
日
飾
と
い
う
直
径
二
一
・
五
叩
の
金
製
の
薄
い
板
(
園
日
)
が
出
土
し
て
、
中
心
の

固
形
が
二
一
本
の
光
+
亡
を
放
ち
な
が
ら
左
回
り
に
回
轄
す
る
丈
様
と
、
そ
の
外
側
に
回
初
の
鳥
が
身
睦
を
伸
ば
し
て
同
じ
く
左
回
り
に
連
績
的

に
固
持
す
る
文
様
を
切
り
抜
い
て
い
た
。
明
ら
か
に
太
陽
と
そ
れ
を
運
ぶ
烏
が
表
さ
れ
て
、
昔
時
の
金
沙
遺
跡
で
太
陽
信
仰
が
行
わ
れ
た
こ
と

を
窺
わ
せ
る
。
こ
れ
は
、
銅
立
人
像
が
そ
の
太
陽
丈
を
冠
に
表
す
こ
と
に
よ
っ
て
、
シ
ャ

l
マ
ン
と
し
て
の
自
ら
の
職
掌
が
太
陽
に
閲
す
る
こ

と
で
あ
る
こ
と
を
表
明
し
て
い
た
と
考
る
の
が
安
官
で
あ
ろ
う
。
獣
首
冠
像
の
場
合
も
同
様
で
、
鋼
一
刺
壇
の
神
獣
の
頭
部
を
象
っ
た
冠
を
つ
け

る
こ
と
に
よ
っ
て
、
シ
ャ

l
マ
ン
と
し
て
の
自
ら
の
職
掌
が
地
下
世
界
で
大
地
を
支
え
る
紳
獣
に
あ
っ
た
こ
と
を
表
明
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

(
お
)

こ
の
よ
う
に
神
獣
は
そ
の
名
稀
す
ら
不
明
で
あ
る
が
、
そ
れ
を
専
門
に
職
掌
と
す
る
シ
ヤ
|
マ
ン
が
い
た
ほ
ど
、
三
星
堆
の
古
代
人
に
と
っ
て
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ポ
ピ
ュ
ラ
ー
か
つ
重
要
な
存
在
で
あ
っ
た
こ
と
が
知
れ
る
の
で
あ
る
。
こ
の
一
珊
獣
が
口
先
の
雨
側
に
つ
け
る
畑
丈
が
、
そ
の
一
岬
獣
の
聖
性
を
一
不

す
象
徴
で
あ
る
こ
と
は
、
肢
に
見
た
通
り
で
あ
る
。

ま
た
こ
の
神
獣
の
前
後
に
位
置
す
る
こ
人
の
人
物
に
つ
い
て
は
、
拳
闘
家
の
よ
う
に
拳
を
作
っ
て
攻
撃
の
身
構
え
を
し
て
お
り
、
護
衛
武
士

と
み
な
さ
れ
る
。
何
を
護
衛
す
る
か
と
い
え
ば
、
こ
の
一
紳
壇
全
睦
、
す
な
わ
ち
地
下
・
地
上
・
天
上
の
宇
宙
全
樫
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
二
人

も
天
上
の
人
物
と
腿
部
の
目
文
を
共
有
し
て
お
り
、
天
上
の
至
上
神
の
命
に
基
づ
い
て
宇
宙
を
護
る
任
に
つ
い
て
い
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

銅
一
珊
壇
に
お
け
る
祭
記
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銅
一
珊
壇
が
天
上
・
地
上
・
地
下
世
界
に
わ
た
る
昔
時
の
神
話
的
宇
宙
観
を
構
造
的
に
表
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
し
か
し
車
に
そ
れ
を
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表
す
こ
と
だ
け
が
、
銅
榊
壇
を
製
作
し
た
目
的
で
は
あ
る
ま
い
。
馬
王
堆
一
披
漢
墓
出
土
の
吊
書
一
で
も
、
天
上
・
地
上
・
地
下
世
界
の
宇
宙
を

舞
蓋
と
し
て
、
主
題
で
あ
る
軟
侯
夫
人
の
霊
魂
の
昇
仙
が
表
さ
れ
て
い
た
こ
と
は
先
に
述
べ
た
通
り
で
あ
る
。

そ
こ
で
銅
神
壇
を
改
め
て
見
て
い
く
と
、
地
上
の
山
岳
の
頂
き
に
置
か
れ
た
聖
殿
の
内
部
で
は
、
何
や
ら
祭
杷
が
行
わ
れ
、
各
面
五
人
ず
つ

の
男
性
の
シ
ャ

l
マ
ン
が
一
様
に
脆
い
て
祈
り
を
捧
げ
て
い
る
。
よ
く
見
る
と
雨
腕
を
胸
前
で
曲
げ
て
、
雨
手
を
丸
め
て
園
環
状
に
作
っ
て
い

(
お
)

る
。
こ
の
ボ

l
ズ
は
三
星
堆
二
競
祭
把
坑
出
土
の
大
型
銅
立
人
像
、
銅
獣
首
冠
人
像
な
ど
の
銅
立
人
像
に
見
ら
れ
る
ほ
か
、
上
速
の
成
都
金
沙

村
遣
社
出
土
の
銅
立
人
像
、
ひ
い
て
は
、
若
干
手
の
位
置
が
異
な
る
と
は
い
え
、
西
周
の
険
西
賓
鶏
茄
家
荘
一
、
二
時
抗
墓
出
土
の
二
躍
の
銅
立

(
訂
)

人
像
に
も
共
通
す
る
も
の
で
あ
る
。
逆
に
同
時
代
の
安
陽
段
櫨
な
ど
か
ら
出
土
し
た
遺
物
に
は
全
く
み
ら
れ
ず
、
麿
漠
三
星
堆
を
中
心
と
す
る

丈
化
圏
特
有
の
も
の
で
、
何
か
し
ら
象
徴
的
な
意
味
が
あ
る
こ
と
は
首
然
推
測
さ
れ
る
。
そ
こ
で
再
び
二
競
祭
杷
坑
か
ら
出
土
し
た
玉
遺
産
の

線
刻
書
一
像
に
注
目
す
る
と
、
上
段
の
二
つ
の
山
岳
の
外
側
に
、
こ
の
固
環
状
に
丸
め
た
手
が
上
か
ら
垂
れ
て
い
る
の
に
気
附
く
。
こ
の
山
岳
は

官
の
い
る
天
上
か
ら
固
環
賦
の
手
が
聖
山
、
地
上
に
向
か
っ
て
垂
れ
て
い
る
と
解
さ
れ
る
。

つ
ま
り
固
環
状
の
手
は
天
上
か
ら
の
何
ら
か
の
メ

16 

前
節
で
考
詮
し
た
よ
う
に
後
の
昆
嵩
山
の
よ
う
な
性
格
の
聖
山
で
あ
る
か
ら
、
そ
の
直
上
空
に
位
置
す
る
の
は
天
上
で
あ
り
、
二
人
の
女
性
一
珊

ツ
セ

1
ジ
を
帯
び
た
サ
イ
ン
で
あ
り
、
そ
の
サ
イ
ン
に
麿
え
る
べ
く
聖
殿
内
部
で
祭
把
を
行
う
シ
ャ

1
マ
ン
た
ち
が
同
じ
く
固
環
状
の
手
を
作

っ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
ま
で
シ
ャ

l
マ
ン
の
固
環
肢
の
手
に
つ
い
て
は
、
玉
器
を
持
つ
手
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
推
論
が
出

さ
れ
た
け
れ
ど
も
、

い
ず
れ
も
説
得
力
に
扶
け
、
こ
の
よ
う
に
考
え
る
の
が
よ
り
安
富
と
思
わ
れ
る
。
す
る
と
、
固
環
肢
の
手
は
嘗
然
、
ン
ャ

l

マ
ン
た
ち
の
行
う
祭
杷
の
性
格
を
示
し
、

つ
ま
り
は
天
上
と
関
係
の
あ
る
何
ら
か
の
祭
杷
を
行
っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

で
は
、
そ
の
天
上
と
闘
係
の
あ
る
祭
記
が
具
瞳
的
に
ど
の
よ
う
な
も
の
か
と
い
う
と
、
そ
れ
を
一
不
す
の
が
玉
遺
産
線
刻
書
一
の
下
段
に
刻
さ
れ

た
書
一
像
で
あ
る
。
こ
の
二
暦
の
書
一
像
が
柿
壇
の
中
段
山
岳
と
聖
殿
の
二
層
に
釘
躍
す
る
こ
と
は
前
述
し
た
通
り
で
あ
り
、
上
層
に
は
同
じ
く
脆

い
て
祈
り
を
捧
げ
る
三
人
の
シ
ャ

l
マ
ン
が
い
る
が
、
下
層
の
二
つ
の
山
岳
を
見
る
と
、
二
本
の
牙
産
が
二
叉
の
刀
を
上
に
向
け
て
麓
に
突
き

(
お
)

立
て
ら
れ
て
お
り
、
右
側
の
山
岳
の
頂
き
近
く
に
は
刀
の
極
端
に
折
れ
曲
が
っ
た
万
が
横
向
き
に
突
き
刺
さ
っ
て
い
る
。
牙
車
も
万
も
、
祭
杷



(
鈎
)

坑
か
ら
玉
製
の
も
の
が
出
土
し
て
い
る
よ
う
に
、
賓
用
を
目
的
と
し
な
い
玉
で
作
ら
れ
た
祭
器
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
、
こ
れ
ら
の
祭
器
、
特
に

牙
嘩
の
祭
把
に
お
け
る
使
用
法
と
そ
の
機
能
を
一
不
す
の
が
、

二
競
坑
出
土
の
持
産
小
人
像
(
園
川
)
で
あ
る
。
こ
の
像
は
高
さ
四
・
七
明
、
上

宇
身
裸
の
小
人
像
で
、
頭
部
を
快
く
が
、
雨
腕
を
前
に
突
き
出
し
て
牙
車
の
柄
を
握
り
、
長
さ
の
異
な
る
二
叉
の
刀
を
上
に
向
け
、
脆
い
て
い

る
。
祭
杷
の
賓
際
の
光
景
と
し
て
興
味
深
い
が
、
で
は
、
こ
の
よ
う
な
饗
わ
っ
た
ポ
ー
ズ
を
と
る
こ
と
に
よ
っ
て
何
を
願
っ
た
の
か
と
い
え
ば
、

(
判
)

一
一
競
祭
把
坑
出
土
の
玉
産
(
園
日
)
の
示
す
通
り
、
烏
が
刀
の
部
分
に
止
ま
る
こ
と
で
あ
ろ
う
。
こ
の
玉
産
は
刀
の
先
端
の
部
分
が

U
字
形
に

削
ら
れ
、
そ
の
窪
ん
だ
箇
所
に
一
視
の
鳥
が
止
ま
っ
て
い
る
。
鳥
は
無
論
尋
常
の
烏
で
は
な
く
、
鳳
風
の
よ
う
に
天
上
に
住
む
烏
で
、
持
産
小

人
像
が
示
す
よ
う
に
、
祭
叩
に
お
い
て
牙
産
の
刀
を
天
上
に
向
け
る
と
、
天
上
か
ら
下
り
て
来
て
そ
こ
に
止
ま
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

ーコ

ま
り
、
玉
製
の
牙
埠
は
、
祭
壇
に
設
け
ら
れ
る
玉
製
の
祭
器
が
そ
う
で
あ
る
よ
う
に
、
玉
が
本
来
持
つ
マ
ジ
カ
ル
な
力
を
護
揮
し
た
一
種
の
患

(
H
U
)
 

り
代
で
あ
り
、
烏
は
天
上
か
ら
地
上
に
下
り
て
来
て
癌
り
代
の
牙
車
に
患
依
し
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
玉
遺
産
の
下
段
の
祭
杷
に
も
そ
の
ま
ま

17 

首
て
は
ま
り
、
こ
ち
ら
は
持
津
小
人
像
の
場
合
よ
り
も
一
層
大
が
か
り
に
、
シ
ャ

l
マ
ン
た
ち
が
患
り
代
の
牙
埠
を
山
岳
の
麓
の
祭
場
に
突
き

立
て
、
天
上
の
烏
が
下
り
て
止
ま
る
こ
と
を
耐
願
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
山
岳
の
頂
き
に
横
向
き
に
突
き
刺
さ
っ
た
玉
製
の
万
の
祭
器
も
同
様

と
考
え
ら
れ
る
。

こ
の
よ
う
に
玉
遺
葺
の
線
刻
童
像
に
お
い
て
は
、
上
段
の
天
上
か
ら
下
り
て
き
た
固
環
状
の
手
と
下
段
の
地
上
の
山
岳
に
突
き
立
て
ら
れ
た

牙
産
と
は
、
ち
ょ
う
ど
相
封
麿
す
る
関
係
に
あ
り
、
天
上
か
ら
恵
み
の
手
が
地
上
に
向
か
っ
て
差
し
伸
べ
ら
れ
る
の
に
封
し
て
、
地
上
で
は
そ

の
恵
み
を
受
け
止
め
る
べ
く
二
叉
の
牙
埠
が
祭
把
の
場
に
立
て
ら
れ
る
と
い
う
聞
係
で
あ
る
。
そ
し
て
天
上
か
ら
の
恵
み
を
象
徴
す
る
の
が
烏

で
あ
り
、
そ
れ
が
牙
嘩
に
よ
っ
て
受
け
止
め
ら
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
天
地
の
聞
の
至
一
唱
の
闘
係
が
成
立
す
る
の
で
あ
る
。

こ
れ
に
封
し
て
銅
神
壇
で
は
、
地
上
に
お
け
る
祭
杷
は
ど
の
よ
う
に
表
現
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
中
段
の
聖
殿
に
は
、
雨
手
を
固
環

肢
に
作
り
脆
坐
し
て
天
上
を
ま
つ
る
祭
把
を
行
う
各
面
五
人
の
シ
ャ

l
マ
ン
に
つ
い
て
は
肢
に
述
べ
た
が
、
そ
れ
以
外
に
も
、
各
面
の
軒
先
中
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央
に
人
面
烏
身
の
神
人
が
お
り
、
更
に
屋
根
の
四
隅
に
鈎
肢
の
鳴
を
持
っ
て
高
い
冠
飾
を
つ
け
、
羽
根
を
上
に
高
く
あ
げ
た
一
岬
烏
が
い
る
。
人
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面
烏
身
の
一
脚
人
は
、
方
形
の
顔
に
大
き
な
目
を
輝
か
せ
て
束
ね
た
髪
を
横
に
垂
ら
し
、
羽
根
を
左
右
に
麿
げ
て
軒
に
止
ま
っ
て
い
る
。
こ
う
し

た
人
面
烏
身
の
神
人
は
、
四
隅
の
鳥
と
も
ど
も
、
元
来
天
上
に
住
み
、
シ
ャ

l
マ
ン
が
行
う
祭
記
に
麿
じ
て
地
上
に
下
り
て
き
た
も
の
と
考
え

ら
れ
る
。
こ
の
シ
ャ

1
マ
ン
の
行
う
祭
把
の
仕
組
み
を
細
か
く
示
し
た
の
が
馬
王
堆
漢
墓
の
吊
重
で
あ
る
。

吊
書
一
下
方
の
白
い
蓋
の
上
で
は
、
手
前
に
鼎
や
壷
な
ど
を
置
い
て
、
奥
の
祭
壇
に
は
酒
や
内
の
供
物
が
並
べ
ら
れ
、
そ
の
前
で
左
右
に
片
側

三
人
ず
つ
計
六
人
の
男
性
が
並
ん
で
、
扶
干
し
な
が
ら
最
粛
に
祭
杷
を
行
っ
て
い
る
。
注
目
す
べ
き
は
、
祭
壇
の
異
上
に
位
置
す
る
、
ド
ー
ナ

ツ
型
の
壁
、
リ
ボ
ン
の
束
の
縫
、
三
角
の
桁
の
一
一
一
貼
セ
ッ
ト
で
、
壁
の
孔
を
貫
く
二
匹
の
龍
に
合
わ
せ
て
大
き
く
表
さ
れ
て
い
る
け
れ
ど
も
、

こ
れ
ら
は
祭
壇
に
し
つ
ら
え
ら
れ
た
祭
器
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
そ
し
て
重
要
な
こ
と
は
こ
の
三
鈷
セ
ッ
ト
が
恵
り
代
で
あ
る
こ
と
で
、
三

酷
セ
ッ
ト
が
祭
壇
に
し
つ
ら
え
ら
れ
祭
把
が
始
ま
る
と
、
天
上
、
皇
忠
岡
山
、
地
上
、
地
下
か
ら
さ
ま
ざ
ま
な
神
々
や
神
獣
が
こ
の
三
酷
セ
ッ
ト

に
集
ま
っ
て
来
、
こ
の
圃
を
見
る
だ
け
で
も
地
下
の
水
の
世
界
か
ら
は
二
頭
の
龍
、
天
上
か
ら
人
面
鳥
身
の
句
+
亡
が
そ
れ
ぞ
れ
壁
、
経
に
湿
っ

(
必
)

て
来
た
こ
と
が
知
れ
る
。
そ
れ
以
外
に
も
長
い
尾
羽
根
の
鳳
風
が
上
方
の
華
蓋
の
上
、
赤
い
豹
の
陸
吾
が
壁
の
上
の
通
路
の
雨
側
に
い
る
が
、

(
必
)

こ
れ
ら
は
長
沙
砂
子
塘
漢
墓
外
棺
側
板
の
漆
重
か
ら
も
知
ら
れ
る
よ
う
に
、
い
っ
た
ん
祭
壇
の
壁
、
桁
に
患
っ
て
か
ら
、
華
蓋
の
上
や
通
路
の

18 

雨
側
に
移
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
う
し
て
龍
、
乗
客
室
、
華
蓋
か
ら
構
成
さ
れ
る
龍
舟
の
準
備
が
整
、
っ
と
、
最
後
に
墓
主
で
あ
る
軟
侯
夫
人

の
霊
魂
が
壁
に
患
り
、
上
の
乗
客
蓋
に
登
っ
て
昆
忠
岡
山
の
門
目
指
し
出
費
す
る
の
で
あ
る
。

こ
の
一
連
の
神
秘
的
な
ス
ト
ー
リ
ー
が
誰
に
よ
っ
て
演
出
さ
れ
た
か
と
い
え
ば
、
祭
壇
に
三
貼
セ
ッ
ト
を
し
つ
ら
え
た
六
人
の
男
性
た
ち
、

(
叫
)

す
な
わ
ち
シ
ャ

l
マ
ン
で
あ
る
。
こ
の
六
人
の
男
性
は
一
様
に
、
宗
廟
で
の
祭
杷
の
際
に
つ
け
る
長
冠
と
い
う
平
た
い
板
状
の
冠
を
つ
け
て
い

る
。
そ
し
て
三
競
墓
吊
書
一
で
は
ち
ょ
う
ど
同
じ
部
分
が
片
側
四
人
ず
つ
の
女
性
に
よ
っ
て
入
れ
替
わ
っ
て
お
り
、
特
に
左
側
の
女
性
四
人
は
頭

(
一
心
)

頂
に
竹
の
棒
状
の
も
の
(
竹
築
)
を
描
し
て
い
る
。
こ
の
竹
築
は
一
競
墓
出
土
の
生
や
琴
の
楽
器
を
演
奏
す
る
四
人
の
シ
ャ

1
マ
ン
を
象
っ
た

(

川

叩

)

彩
絵
楽
備
も
揺
し
て
い
る
と
こ
ろ
か
ら
、
シ
ャ

l
マ
ン
の
象
徴
と
わ
か
り
、
祭
記
を
行
、
つ
男
女
の
人
物
た
ち
が
み
な
シ
ャ

l
マ
ン
(
亙
現
)
だ

と
い
う
こ
と
が
知
れ
る
の
で
あ
る
。



こ
の
よ
う
に
、
こ
こ
で
は
シ
ャ

l
マ
ン
が
し
つ
ら
え
た
壁
、
縫
、
桁
の
三
酷
セ
ッ
ト
が
恵
り
代
と
し
て
そ
の
マ
ジ
カ
ル
な
力
を
十
二
分
に
護

揮
し
て
い
る
の
が
わ
か
る
が
、
先
に
み
た
玉
遺
産
線
刻
書
一
の
玉
製
の
牙
華
や
万
が
こ
れ
に
相
賞
す
る
こ
と
は
言
、
つ
ま
で
も
な
い
。
ま
た
集
ま
つ

て
き
た
神
々
や
紳
獣
も
さ
ま
ざ
ま
で
あ
る
が
、
一
珊
壇
聖
殿
の
人
面
烏
身
の
神
人
は
リ
ボ
ン
の
束
の
上
に
止
ま
る
人
面
烏
身
の
句
芋
」
に
似
る
が
ゆ

え
に
、
天
上
か
ら
下
り
て
来
た
と
推
測
す
る
の
で
あ
る
。
句
亡
は

(
訂
)

り
、
ま
た
『
墨
子
」
明
鬼
篇
に
は
、
句
仲
亡
が
秦
の
穆
公
の
明
徳
を
た
た
え
る
た
め
に
天
帝
の
使
と
し
て
現
れ
、
穆
公
に
十
九
年
の
害
時
命
延
長
を

(
必
)

賜
る
話
が
記
載
さ
れ
る
通
り
で
あ
る
。
銅
紳
壇
の
人
面
烏
身
の
紳
人
も
句
十
亡
の
場
合
の
書
命
延
長
の
よ
う
な
何
ら
か
の
恵
み
を
も
た
ら
す
た
め

『
山
海
経
」
海
外
東
経
に
「
東
方
句
+
亡
、
鳥
身
人
面
、
雨
龍
に
乗
ず
」
と
あ

に
下
り
て
来
た
の
で
あ
る
。

(ω) 

ま
た
一
珊
壇
聖
殿
の
一
肺
烏
は
吊
書
一
の
鳳
風
に
嘗
た
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
神
鳥
(
園
山
)
を
細
か
く
見
る
と
、
先
端
が
少
し
鈎
肢
に
折

れ
曲
が
っ
た
噴
を
も
っ
て
、
頭
頂
に
は
高
い
要
龍
丈
肢
の
冠
飾
を
つ
け
、
羽
根
は
上
に
高
く
反
り
返
っ
て
、
長
い
尾
羽
根
が
垂
れ
て
い
る
。
二
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競
祭
記
坑
か
ら
出
土
し
た
花
果
に
止
ま
る
紳
烏
(
園
げ
)
は
こ
れ
と
よ
く
似
て
お
り
、
先
端
に
孔
の
あ
く
桃
形
紋
の
つ
い
た
三
本
の
冠
飾
こ
そ

異
な
る
が
、
瞬
に
孔
が
あ
く
賄
や
身
瞳
を
羽
賦
丈
で
飾
る
鈷
で
も
共
通
し
て
い
る
。
こ
う
し
た
神
烏
は
三
星
堆
祭
把
坑
で
は
銅
烏
な
ど
何
貼
か

類
例
が
あ
り
、
鳳
風
と
断
定
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
冠
羽
と
長
い
尾
羽
根
を
持
つ
賠
で
は
鳳
風
に
類
し
た
烏
と
い
え
、
天
上
か
ら
下
り
て

来
た
と
推
測
さ
れ
る
。
但
し
、
銅
一
脚
壇
の
場
合
、
中
段
の
地
上
世
界
の
ど
こ
に
も
思
り
代
が
見
首
た
ら
な
い
け
れ
ど
も
、
こ
れ
は
別
に
患
り
代

が
存
在
し
た
か
ら
で
あ
る
。
と
い
う
の
は
、

二
競
坑
か
ら
は
別
に
小
型
銅
神
樹
(
園
四
)
が
出
土
し
て
お
り
、
復
原
を
見
る
と
、
根
元
で
ね
じ

れ
あ
っ
た
一
一
一
本
の
幹
の
内
、
残
っ
た
二
本
の
幹
の
先
端
に
あ
る
花
呆
の
果
賓
に
、
聖
殿
の
紳
人
と
よ
く
似
た
人
面
鳥
身
の
神
人
が
一
瞳
ず
つ
止

ま
っ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
ま
た
一
利
烏
の
場
合
も
、
上
述
し
た
よ
う
に
似
た
神
鳥
が
神
樹
の
断
片
と
思
わ
れ
る
花
果
の
果
賓
に
止
ま
っ
て
い
る
。

(
孔
)

他
の
榊
樹
の
例
か
ら
類
推
し
て
、
こ
れ
ら
の
花
果
は
一
種
の
恵
り
代
と
考
え
ら
れ
、
恐
ら
く
人
面
烏
身
の
柿
人
も
柿
鳥
も
、
天
上
世
界
で
の
格

が
高
い
が
故
に
、
玉
遺
産
線
刻
固
の
牙
埠
と
は
別
に
、
こ
の
よ
う
な
患
り
代
の
装
置
が
考
え
出
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
人
面
鳥
身
の
神
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人
も
一
珊
烏
も
い
っ
た
ん
こ
の
紳
樹
の
患
り
代
に
止
ま
っ
て
か
ら
、
聖
殿
に
移
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
馬
王
堆
の
吊
書
一
で
も
、
天
帝
の
使
と
し
て
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死
者
の
霊
魂
を
迎
え
に
下
り
て
き
た
鳳
風
は
い
っ
た
ん
祭
壇
の
壁
の
湿
り
代
に
止
ま
り
、

(
臼
)

て
い
る
。

そ
れ
か
ら
持
ち
場
で
あ
る
龍
舟
の
華
蓋
の
上
に
移
つ

い
ず
れ
に
し
て
も
、
紳
壇
の
中
段
の
表
現
は
、
地
上
世
界
の
人
間
と
天
上
世
界
の
神
々
と
の
理
想
的
な
関
係
を
示
す
も
の
で
あ
ろ
う
。
地
上

世
界
の
シ
ャ

l
マ
ン
た
ち
の
祈
り
に
麿
え
て
天
上
世
界
か
ら
格
の
高
い
人
面
鳥
身
の
神
人
や
鳳
風
に
類
し
た
一
柳
烏
が
降
り
て
来
て
、
自
分
た
ち

の
聖
殿
に
止
ま
っ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
ま
た
上
段
の
龍
が
下
を
向
い
て
い
る
の
も
、
シ
ャ

I
マ
ン
に
よ
っ
て
呼
び
寄
せ
ら
れ
、
使
命
を
帯
び

て
い
っ
た
ん
は
天
上
に
昇
り
、
今
は
使
命
を
果
た
し
て
地
上
へ
蹄
還
す
る
と
こ
ろ
と
考
え
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
要
す
る
に
シ
ャ

l
マ
ン
を
仲

介
者
と
し
て
、
地
上
世
界
と
天
上
世
界
が
互
い
に
通
じ
合
っ
た
光
景
が
描
か
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

(
日
)

こ
の
よ
う
な
雨
者
の
理
想
的
関
係
に
つ
い
て
、
『
園
壬
巴
楚
語
下
に
は
、
観
射
父
が
楚
の
昭
王
の
問
い
に
答
え
て
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

民
こ
れ
を
以
て
能
く
忠
信
有
り
、
神
こ
れ
を
以
て
能
く
明
徳
有
り
。
民
と
一
岬
は
業
を
異
に
し
、
敬
し
て
漬
さ
ず
、
故
に
一
岬
は
こ
れ
に
嘉
生

を
下
し
、
民
は
物
を
以
て
享
じ
、
耐
災
は
至
ら
ず
、
用
を
求
む
る
に
匿
し
か
ら
ず
。
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即
ち
、
地
上
世
界
の
民
と
天
上
世
界
の
柿
と
が
、
そ
れ
ぞ
れ
忠
信
、
明
徳
を
い
だ
き
、
お
の
お
の
が
役
割
を
守
り
、
互
い
に
敬
っ
て
け
が
し
合

う
こ
と
が
な
け
れ
ば
、
民
が
供
え
物
を
し
て
紳
を
祭
る
と
、
一
刺
は
民
に
め
で
た
い
恵
み
を
下
し
、
故
に
災
禍
は
や
っ
て
来
、
ず
、
必
要
な
も
の
が

鉄
乏
す
る
こ
と
も
な
い
、
と
い
う
の
で
あ
る
。
こ
の
理
想
的
関
係
は
ま
た
玉
遺
産
の
線
刻
書
一
に
描
か
れ
、
天
上
か
ら
垂
れ
下
が
っ
た
固
環
賦
の

(
日
)

手
が
こ
の
柿
が
下
す
恵
み
の
象
徴
で
あ
る
こ
と
は
言
、
つ
ま
で
も
な
い
こ
と
で
あ
る
。
ま
た
シ
ャ

l
マ
ン
に
つ
い
て
も
、
『
園
一
語
」
楚
語
下
は
、

民
の
精
爽
に
し
て
揖
武
せ
ざ
る
者
、
又
た
能
く
斉
霜
衷
正
、
そ
の
知
日
能
く
上
下
義
し
き
に
比
い
、
そ
の
聖
能
く
光
遠
に
し
て
宣
朗
、
そ
の

明
能
く
こ
れ
を
光
照
し
、
そ
の
聴
能
く
こ
れ
を
聴
徹
す
。
か
く
の
如
け
れ
ば
則
ち
明
神
こ
れ
に
降
り
、
男
に
在
り
で
は
硯
と
日
い
、
女
に

在
り
で
は
亙
と
日
う
。
こ
れ
に
神
の
慮
位
と
次
主
を
制
し
、
こ
れ
が
牲
器
と
時
服
を
矯
ら
し
む
。

と
述
べ
る
。
要
す
る
に
、
民
の
中
に
比
類
な
く
理
智
聴
明
な
者
が
お
れ
ば
、
明
ら
か
な
一
刊
が
降
っ
て
、
亙
現
(
シ
ャ
l

マ
ン
)
と
稽
す
る
と
い

ぃ
、
そ
の
亙
現
に
一
脚
々
の
位
置
と
順
序
を
定
め
さ
せ
、
犠
牲
や
祭
器
な
ど
を
用
意
さ
せ
、
天
と
地
が
互
い
に
通
じ
合
う
た
め
の
祭
把
を
司
ら
せ



る
と
い
う
の
で
あ
る
。

ま
た
天
上
と
地
上
、
そ
し
て
シ
ャ

1
マ
ン
の
三
者
の
闘
係
を
よ
く
物
語
る
の
が
夏
后
啓
の
有
名
な
話
で
あ
る
。
夏
后
啓
(
夏
后
開
)
は
夏
王

(
日
)

朝
を
建
て
た
高
の
子
に
し
て
二
代
目
の
王
で
あ
り
、
「
山
海
経
』
大
荒
西
経
に
は
次
の
よ
う
な
記
事
が
あ
る
。

西
南
海
の
外
、
赤
水
の
南
、
流
沙
の
西
に
、
人
有
り
。
雨
青
蛇
を
萌
し
、
雨
龍
に
乗
ず
。
名
づ
け
て
夏
后
聞
と
日
う
。
聞
は
上
り
て
三
た

ぴ
天
に
蹟
せ
ら
れ
、
九
掃
と
九
歌
と
を
得
て
以
て
下
る
。

即
ち
、
夏
后
啓
が
二
匹
の
龍
に
乗
り
三
た
び
天
上
に
上
っ
て
、
遂
に
天
上
の
楽
曲
で
あ
る
九
静
と
九
歌
を
獲
得
し
て
来
た
こ
と
を
述
べ
る
。
戦

(
日
)

園
時
代
の
湖
北
随
州
曾
侯
乙
墓
か
ら
出
土
し
た
五
弦
琴
の
重
像
は
こ
れ
を
描
い
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
上
下
二
段
に
分
か
れ
る
が
、
内
容
は
ほ

と
ん
ど
同
じ
で
、
下
に
交
差
す
る
こ
頭
の
龍
を
配
し
て
、
そ
の
頭
上
に
、
二
匹
の
蛇
を
耳
飾
り
に
し
た
神
人
が
坐
し
て
い
る
。
高
光
生
氏
は
、

こ
の
姿
が
上
引
の

(
幻
)

附
け
た
。
書
一
題
も
五
弦
琴
の
楽
器
に
ふ
さ
わ
し
く
、
安
首
な
見
解
で
あ
ろ
う
。
こ
の
園
を
見
て
も
わ
か
る
通
り
、
夏
后
啓
は
王
で
あ
る
と
同
時

『
山
海
経
」
が
記
す
「
雨
青
蛇
を
粛
し
、
雨
龍
に
乗
ず
」
と
い
う
夏
后
啓
に
合
致
す
る
こ
と
か
ら
「
夏
后
開
得
梁
園
」
と
名
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に
シ
ャ

1
マ
ン
で
あ
り
、
シ
ャ

1
マ
ン
、
だ
か
ら
自
ら
の
魂
を
飛
ば
す
こ
と
が
で
き
、
二
頭
の
龍
に
釆
っ
て
天
上
に
の
ぼ
り
、
至
高
の
天
上
音
楽

を
手
に
入
れ
地
上
に
も
た
ら
し
た
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
天
上
は
地
上
に
は
な
い
貴
重
な
も
の
の
賓
庫
で
あ
り
、
『
山
海
経
』
大
荒
西
経
が

(
応
)

天
梯
の
霊
山
に
つ
い
て
「
十
豆
、
此
従
り
升
降
す
、
百
薬
愛
に
在
り
」
と
記
す
よ
う
に
、
地
上
の
民
は
常
に
シ
ャ

l
マ
ン
を
介
し
て
恵
み
を
受

け
た
の
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
、
紳
壇
の
最
上
層
に
は
天
上
が
表
さ
れ
、
そ
こ
に
は
波
版
三
角
丈
に
腰
掛
け
る
人
物
が
い
る
。
こ
の
人
物
の
素
性
に
つ
い
て
は
、

上
中
十
身
が
扶
け
る
の
で
断
定
的
な
こ
と
は
避
け
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
が
、
天
上
に
た
だ
一
人
表
さ
れ
た
こ
と
、
ま
た
直
立
の
姿
勢
で
は
な
く
一
一
一
角

文
に
腰
掛
け
た
安
楽
な
姿
勢
を
と
る
こ
と
な
ど
か
ら
、
天
上
の
唯
一
柿
た
る
上
帝
の
可
能
性
が
あ
ろ
う
。
玉
遺
産
線
刻
童
の
天
上
に
も
人
物
が

、
a

'

一
手
当
、

・ν
ナ
ム
，
品
川
村

二
人
(
三
人
)
で
あ
る
こ
と
、
直
立
の
姿
勢
を
と
る
こ
と
な
ど
か
ら
、
明
ら
か
に
上
帝
に
仕
え
る
神
官
を
物
語
る
の
と
は
っ
き
り
異
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な
っ
て
い
る
。
こ
の
く
つ
ろ
い
だ
姿
勢
は
天
上
世
界
と
い
え
ど
も
神
官
に
は
と
り
得
な
い
も
の
で
あ
る
。
ま
た
腿
部
に
描
か
れ
た
目
丈
は
、
先
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に
考
察
し
た
よ
う
に
、
下
段
の
柿
壇
全
瞳
を
守
護
す
る
武
士
、
大
地
を
支
え
る
四
人
の
神
人
に
も
描
か
れ
て
い
た
。
こ
れ
は
と
り
も
直
さ
ず
、

武
士
や
神
人
た
ち
が
天
上
の
唯
一
一
刊
の
指
揮
系
統
に
あ
る
一
岬
官
で
あ
る
こ
と
を
示
し
、
地
下
世
界
は
も
ち
ろ
ん
、
一
珊
壇
に
表
さ
れ
た
天
上
・
地

(
同
)

上
・
地
下
の
宇
宙
の
秩
序
を
、
こ
れ
ら
の
神
官
を
通
し
て
天
上
の
唯
一
紳
が
統
御
し
て
い
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
よ
し
ん
ば
、
こ
の
人
物
が

上
帝
で
は
な
く
神
官
で
あ
っ
た
に
し
て
も
、
そ
の
背
後
に
宇
宙
の
主
宰
者
が
お
り
、
彼
の
意
志
に
よ
り
宇
宙
全
睦
が
統
御
さ
れ
て
い
た
こ
と
を

物
語
っ
て
い
よ
う
。

段
櫨
な
ど
で
鷲
見
さ
れ
た
段
代
の
卜
辞
に
は
「
帝
」
ま
た
は
「
上
帝
」
に
閲
す
る
記
述
は
か
な
り
多
い
け
れ
ど
も
、
後
世
の
天
帝
と
は
別
物

で
あ
り
、
天
命
な
ど
抽
象
的
な
天
の
観
念
と
結
合
し
て
い
た
よ
う
な
誼
擦
は
見
合
固
た
ら
な
い
。
そ
れ
は
周
代
以
後
の
こ
と
で
あ
る
。
上
帝
は
一
大

と
地
の
領
域
及
び
禍
一
輔
の
主
宰
者
と
し
て
、
部
下
で
あ
る
大
自
然
の
風
、
雲
、
雷
、
雨
な
ど
の
神
に
命
令
を
下
し
て
、
豊
作
や
ひ
で
り
や
洪
水

を
も
た
ら
し
、
ま
た
戦
争
の
勝
敗
を
支
配
し
た
。
段
王
が
上
帝
に
請
願
を
し
よ
う
と
す
る
時
に
は
、
決
し
て
直
接
に
は
上
帝
を
祭
ら
ず
、
上
帝

(ω) 

の
部
下
た
ち
を
祭
把
の
媒
介
と
し
た
。
こ
の
よ
う
な
上
帝
を
表
し
た
段
代
の
遺
物
は
見
首
た
ら
な
い
が
、
長
沙
馬
王
堆
三
披
墓
か
ら
護
見
さ
れ

(
日
)

た
一
珊
祇
固
に
は
、
最
上
段
中
央
に
「
大
ご
と
銘
の
あ
る
太
一
一
脚
、
す
な
わ
ち
上
帝
が
位
置
し
、
そ
の
左
右
の
像
は
、
破
損
が
著
し
か
っ
た
け
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れ
ど
も
、

か
ろ
う
じ
て
銘
は
「
雷
(
公
)
」
「
雨
師
」
と
謹
め
、

そ
の
下
層
に
は
武
器
を
持
っ
た
四
人
の
「
武
弟
子
」
像
、
最
下
層
に
は
「
青

龍
」
「
黄
龍
」
の
銘
の
あ
る
二
頭
の
龍
が
描
か
れ
て
い
た
。
上
帝
を
中
心
に
左
右
に
雷
公
、
雨
師
な
ど
の
自
然
一
珊
が
配
さ
れ
た
よ
う
に
、
卜
辞

の
上
帝
観
に
や
や
近
い
も
の
が
あ
ろ
う
。
紳
壇
に
表
さ
れ
た
天
上
の
上
帝
は
、
こ
の
卜
辞
の
上
帝
よ
り
、
む
し
ろ
馬
王
堆
一
競
漢
墓
吊
書
一
の
上

帝
に
近
く
、
そ
こ
で
は
上
帝
は
人
身
蛇
尾
の
形
を
し
た
女
嫡
で
あ
っ
た
が
、
同
じ
く
聖
山
(
昆
忠
岡
山
)
の
上
空
の
上
天
に
君
臨
し
、
同
じ
よ
う

に
天
上
、
地
上
、
地
下
か
ら
成
る
宇
宙
を
主
宰
し
て
い
た
。

こ
の
よ
う
に
、
銅
神
壇
で
は
、
天
上
・
地
上
・
地
下
の
宇
宙
を
背
景
に
、
地
上
の
シ
ヤ
|
マ
ン
た
ち
に
よ
っ
て
天
を
ま
つ
る
祭
把
が
行
わ
れ
、

そ
の
結
果
、
宇
宙
の
主
宰
者
た
る
上
帝
の
住
む
天
上
か
ら
は
恵
み
を
も
た
ら
す
べ
く
人
面
烏
身
の
神
人
や
鳳
風
が
地
上
に
つ
か
わ
さ
れ
て
、
聖

山
を
介
し
た
園
滑
な
天
地
往
来
に
よ
る
天
上
世
界
と
地
上
世
界
と
の
至
一
帽
の
闘
係
が
表
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。



お

わ

り

三
星
堆
二
競
祭
記
坑
出
土
の
銅
神
壇
は
、
こ
れ
ま
で
知
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
段
代
の
神
話
的
宇
宙
観
、
祭
記
形
式
を
銅
製
の
立
瞳
的
な
造
形

で
開
示
す
る
書
一
期
的
な
作
品
で
あ
っ
た
。
そ
こ
で
は
宇
宙
は
地
下
、
地
上
、
天
上
世
界
の
三
部
か
ら
成
り
、
そ
れ
ら
が
重
層
的
に
上
へ
上
へ
と

高
く
積
み
上
げ
る
形
で
示
さ
れ
て
い
た
。
こ
の
よ
う
な
神
話
的
宇
宙
観
を
総
合
的
に
示
し
た
園
像
作
品
は
、
こ
れ
ま
で
前
漢
初
期
の
長
沙
馬
王

堆
漢
墓
か
ら
出
土
し
た

T
字
形
吊
書
一
が
唯
一
で
あ
っ
た
が
、
銅
紳
壇
は
そ
れ
を
一
千
年
近
く
遡
る
も
の
で
あ
っ
た
。

各
部
で
注
目
さ
れ
る
の
は
、
地
下
の
世
界
で
は
、
大
地
が
全
く
未
知
の
神
獣
と
、
そ
の
上
に
乗
る
四
人
の
人
物
に
よ
り
支
え
ら
れ
て
い
た
こ

と
、
四
人
の
人
物
が
腿
部
に
目
丈
を
共
有
す
る
天
上
の
主
宰
一
脚
の
指
揮
下
に
あ
り
、
一
珊
官
と
し
て
地
下
の
秩
序
を
保
持
し
て
い
た
こ
と
で
あ
る
。

ま
た
天
上
の
世
界
は
一
一
一
部
に
分
か
れ
、
最
上
層
の
天
上
に
は
宇
宙
の
主
宰
紳
が
三
角
丈
に
坐
す
安
楽
な
形
で
君
臨
し
て
い
た
こ
と
、
下
層
に
は
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波
状
山
岳
丈
で
聖
山
が
描
か
れ
て
、
後
世
の
昆
嵩
山
の
よ
う
に
天
上
と
地
上
を
つ
な
ぐ
天
梯
と
し
て
の
役
割
を
演
じ
、
中
層
の
天
空
を
舞
う
乗

り
物
の
龍
と
と
も
に
、
天
地
往
来
の
仕
組
み
が
表
さ
れ
て
い
た
こ
と
な
ど
が
注
目
さ
れ
る
。
宇
宙
を
統
括
す
る
天
上
の
主
宰
神
も
、
天
上
と
地

上
の
聞
に
位
置
す
る
天
梯
と
し
て
の
聖
山
も
、
園
像
の
形
で
登
場
す
る
の
は
、
こ
れ
が
最
も
早
い
例
で
あ
る
。

そ
し
て
地
上
の
世
界
で
は
、
シ
ャ

1
マ
ン
に
よ
る
祭
把
の
光
景
が
表
さ
れ
、
同
じ
く
二
競
祭
杷
坑
か
ら
出
土
し
た
玉
遺
障
の
線
刻
重
を
参
考

に
解
担
押
す
る
と
、
山
岳
の
頂
き
で
シ
ャ

l
マ
ン
た
ち
が
脆
い
て
雨
手
を
胸
前
で
固
環
賦
に
作
り
、
天
を
ま
つ
る
祭
記
を
行
う
と
、
天
上
か
ら
は

そ
れ
に
麿
え
て
恵
み
が
下
さ
れ
、
人
面
鳥
身
の
神
人
と
鳳
風
が
降
臨
し
て
聖
殿
に
止
ま
る
と
い
う
、
天
上
と
地
上
と
の
理
想
的
関
係
が
示
さ
れ

て
い
た
。
『
国
語
』
楚
語
下
に
観
射
父
の
言
葉
と
し
て
記
さ
れ
る
、
シ
ャ

l
マ
ン
を
介
し
た
天
地
交
通
の
理
想
的
関
係
が
、
そ
の
ま
ま
こ
こ
に

立
盟
的
に
表
さ
れ
て
い
た
こ
と
は
注
目
に
値
す
る
。
ま
た
天
を
ま
つ
る
祭
杷
が
山
岳
の
頂
き
で
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
、
天
上
か
ら
神
々
が
降
臨

す
る
際
に
、
桃
の
賓
形
の
花
果
や
玉
製
の
牙
埠
や
万
が
患
り
代
と
し
て
盛
ん
に
機
能
し
て
い
た
こ
と
も
、
段
代
の
時
期
と
し
て
は
新
し
い
知
見
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で
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。
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も
と
よ
り
銅
一
刺
壇
は
殿
の
所
産
で
は
な
く
、
段
後
期
に
相
賞
す
る
時
期
に
、
四
川
の
地
方
に
存
在
し
た
一
古
代
王
国
の
所
産
で
あ
る
。
件
出

の
青
銅
容
器
や
玉
器
を
見
れ
ば
段
丈
化
の
影
響
を
深
甚
に
被
っ
て
い
た
こ
と
は
確
賓
で
あ
り
、
銅
紳
壇
に
見
ら
れ
た
よ
う
な
宇
宙
観
や
祭
記
が

段
で
も
行
わ
れ
た
こ
と
も
首
然
考
え
ら
れ
る
が
、
な
に
ぶ
ん
同
時
代
の
段
文
化
の
中
心
で
あ
っ
た
段
櫨
な
ど
に
は
類
似
の
遺
物
が
出
土
し
て
い

編
纂
さ
れ
た

「
山
海
経
』

な
い
の
が
現
拭
で
あ
る
。
し
か
し
段
嘘
出
土
の
卜
辞
な
ど
の
丈
字
資
料
か
ら
見
る
限
り
少
し
異
質
の
よ
う
に
思
わ
れ
、
む
し
ろ
後
代
に
南
方
で

の
記
述
、
そ
し
て
そ
れ
と
多
く
の
貼
で
類
似
し
た
馬
王
堆
漢
墓
出
土

T
字
形
吊
童
の
内
容
に
近
い
の
が
注
目
さ
れ
よ

ぅ
。
三
星
堆
文
化
の
出
自
に
つ
い
て
は
、
段
と
の
闘
係
の
他
に
も
、
こ
れ
に
先
立
つ
良
渚
丈
化
と
の
闘
係
を
始
め
と
し
て
長
江
流
域
文
化
と
の

閲
係
な
ど
幅
贋
く
考
え
る
必
要
が
あ
り
、
祭
杷
坑
か
ら
は
他
に
も
多
く
の
興
味
深
い
遺
物
が
出
土
し
て
い
る
の
で
、

の
更
な
る
精
綴
な
比
較
検
討
が
要
求
さ
れ
る
。

中主(
1
)

四
川
省
文
物
考
古
研
究
所
編
『
三
星
堆
祭
記
坑
」
(
以
下
『
三
星

堆
祭
記
坑
』
と
す
る
)
(
文
物
出
版
刷
一
九
九
九
万
四
川
省
文
物

考
育
研
究
所
、
三
星
堆
博
物
院
、
三
星
堆
研
究
院
編
『
三
星
堆
文
物

全
記
録
』
(
天
地
山
版
枇
、
二

O
O九
年
)
。

(
2
)

同
上
、
二
二
、
一
五
八
頁
。

(
3
)

向
上
、
二
一
一
一
一

l
一
一
一
一
一
一
一
頁
、
括
園
一
一
一
九
。
越
殿
増
「
三
星
堆

青
銅
柿
壇
賞
析
」
(
「
文
物
天
地
」
二

O
O
一

五
)

0

郁
子
、
呉
星

義
「
三
星
堆
紳
壇
考
」
(
「
四
川
文
物
」
二

O
O
三
l

二
)

0

(
4
)

孫
H

羊
「
彰
際
竹
瓦
街
銅
器
再
分
析
|
|
埋
裁
性
質
、
年
代
、
原
因

及
其
文
化
因
素
」
(
『
長
江
流
域
青
銅
文
化
研
究
』
所
牧
、
科
学
出
版

祉
、
二

O
O
二
年
)
二
二
四
l
一
三
五
頁
、
括
園
六
。
王
仁
湘
「
一
二

星
堆
二
披
坑
二
九
六
競
青
銅
神
壇
復
原
研
究
」
(
「
東
亜
士
円
物

(
A

一
賭
一
貼
吟
味
し
た
上
で

巻
)
」
所
牧
、
二

O
O
四
年
)
描
園
十
。

(
5
)

孫
華
「
一
二
星
堆
グ
銅
神
壇
u

的
復
原
」
(
「
文
物
」
二

O
一
O

一)
0

(
6
)

『
三
星
堆
祭
把
坑
」
一
一
一
一
一
一
一
頁
、
括
園
二
二
二
、
二
一
二
。

(
7
)

孫
華
「
三
星
堆
ρ

銅
神
抽
出
f

的
復
原
」
五
回
l
五
五
頁

(
8
)

越
殿
増
「
一
二
星
堆
青
銅
神
壇
賞
析
」
一
云
ハ
頁
。
向
上
『
三
足
堆
文

化
輿
巴
萄
文
明
』
(
文
物
出
版
祉
、
二

O
O
五
年
)
三
六
二
1

二一六

一一一百円。

(
9
)

湖
南
省
博
物
館
、
中
園
科
向
学
院
考
古
研
究
所
編
『
長
沙
馬
王
堆
一

競
漠
墓
』
上
集
(
文
物
山
川
版
一
靴
、
会
九
七
三
年
)
(
以
下
『
長
沙
馬

王
堆
一
競
漢
墓
』
と
す
る
)
o

湖
南
省
博
物
館
、
湖
南
省
文
物
考
古

研
究
所
編
著
『
長
沙
馬
王
堆
二
、
三
披
漠
墓
第
一
巻
田
野
考
士
円
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議
掘
報
告
』
(
文
物
山
川
版
枇
、
二

O
O
四
年
)

0

(
叩
)
曾
布
川
寛
「
昆
嵩
山
と
昇
仙
園
」
(
「
東
方
血
甲
子
報
」
京
都
第
五
一
冊
、

一
九
七
九
年
)
一
一
八
1
一五

O
頁
。
曾
布
川
寛
『
昆
青
山
へ
の
昇

仙
古
代
中
園
人
が
描
い
た
死
後
の
世
界
』
(
中
火
公
論
祉
、
一
九

八
一
年
)
七
八
i
一一一一

O
頁。

(
日
)
楚
辞
天
間
「
輩
戴
山
林
、
何
以
安
之
」
o

主
逸
注
「
竃
大
亀
也
、

撃
手
日
弥
。
列
仙
惇
日
、
有
E
霊
之
輩
、
背
負
蓬
莱
之
山
而
弥
舞
、

戯
沿
海
之
中
、
濁
何
以
安
之
乎
」
o

(
ロ
)
四
川
省
文
物
考
古
研
究
所
編
『
一
一
百
生
堆
祭
杷
坑
』
三
五
八
頁
。

(
日
)
こ
の
人
物
像
は
上
段
の
人
物
像
を
含
め
、
祭
紀
坑
山
山
土
の
他
の
人

物
像
(
男
性
シ
ャ
l
マ
ン
)
と
、
帽
子
、
耳
飾
り
、
衣
服
が
異
な
る

ほ
か
、
眼
や
脆
き
方
も
異
な
り
、
女
性
的
な
装
飾
、
仕
種
が
目
立
つ

の
で
、
女
性
と
す
る
。

(
U
)

注
(
日
)
参
照
。

(
日
)
山
海
経
大
荒
東
経
「
大
荒
之
中
、
有
山
名
目
肇
揺
額
託
、
ト
ぃ
有

扶
木
、
柱
三
百
里
、
其
葉
如
芥
。
有
谷
日
温
源
谷
。
湯
火
口
上
有
扶
木
。

一
日
方
至
、
一
日
方
出
、
皆
載
子
烏
」
。

(
時
)
曾
布
川
'
寛
「
昆
忠
岡
山
と
昇
仙
固
」
一
一
一
一
七
1
一
四
O
頁。

(
口
)
水
経
注
河
水
「
山
昆
濡
櫨
在
西
北
、
去
嵩
高
五
蔦
里
、
地
之
中
也
o

其
高
一
寓
一
千
里
、
河
水
出
其
東
北
限
」

0

(
お
)
注
(
日
)
参
照
。

(
刊
日
)
山
海
経
西
山
経
「
西
南
四
百
旦
、
日
日
比
命
之
丘
、
是
賓
惟
帝
之

下
都
、
神
陸
吾
司
之
、
其
一
紳
状
虎
身
而
九
尾
、
人
面
而
虎
爪
、
是
神

也
、
司
天
之
九
部
及
帝
之
園
時
」
o

(
初
)
哀
珂
『
山
海
経
校
注
」
(
上
海
古
籍
出
版
枇
、
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一
九
八

O
年
)
四

五
0
1
四
五
一
頁
。

(
円
以
)
畑
文
の
呼
稽
は
越
殿
増
氏
に
従
う
。
但
し
こ
れ
を
太
陽
形
文
と
す

る
の
は
従
わ
な
い
。
同
様
に
し
て
こ
の
畑
紋
を
象
っ
た
器
物
を
「
銅

太
陽
形
器
」
と
名
附
け
る
の
は
再
考
の
絵
地
が
あ
る
。
ま
た
「
神
殿

頂
部
」
の
固
形
文
様
も
畑
紋
と
す
る
が
、
こ
れ
は
園
渦
文
(
火
文
、

回
紋
)
と
し
て
匡
別
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。
越
殿
増
『
三
星
堆
文
化

奥
巴
萄
文
明
」
三
四
五
l
一一一四六一良。

(
辺
)
『
三
星
堆
祭
紀
坑
」
三
四
O
頁
、
描
固
一
九

O
、
1
0

(
お
)
准
南
子
墜
形
訓
「
豚
園
、
涼
風
、
林
人
桐
在
日
比
命
間
闇
之
中

(
略
)
見
命
之
郎
、
或
上
倍
之
、
是
謂
涼
風
之
山
、
登
之
而
不
死
、

或
上
倍
之
、
日
以
謂
懸
園
、
登
之
乃
霊
、
能
使
風
雨
、
或
上
倍
之
、
乃

維
上
天
、
登
之
乃
神
、
是
謂
太
帝
之
居
」
。

(μ)
臨
好
余
雀
山
漠
墓
護
掘
組
「
臨
況
金
雀
山
九
競
漠
幕
議
掘
筒
報
」

(
「
文
物
」
ム
九
七
七
今
一
)
。
曾
布
川
寛
「
昆
忠
岡
山
と
昇
仙
国
」

一五

O
I
一
五
五
頁
。

(
お
)
天
上
世
界
を
天
上
と
『
回
青
山
の
二
層
構
造
に
表
す
こ
と
は
、
前
漢

中
期
の
洛
陽
卜
千
秋
某
主
室
頂
脊
壁
書
一
で
も
見
ら
れ
、
山
昆
山
昼
間
山
こ
そ

描
か
れ
な
か
っ
た
が
、
『
民
民
間
山
に
住
む
西
王
母
が
三
足
烏
や
九
尾
狐

な
ど
の
春
属
と
と
も
に
捕
か
れ
て
い
た
。
こ
の
西
王
母
の
同
定
に
つ

い
て
は
異
論
も
出
だ
け
れ
ど
も
、
後
に
洛
陽
に
近
い
値
師
辛
村
新
葬

壁
霊
墓
の
中
後
室
閥
横
額
の
西
玉
川
地
固
に
よ
り
誼
明
さ
れ
た
。
そ
こ

で
も
玉
勝
を
つ
け
た
西
王
母
が
春
属
と
と
も
に
雲
気
に
乗
っ
て
表
さ

れ
て
い
た
。
曾
布
川
寛
「
昆
忠
岡
山
と
昇
仙
園
」
一
五
五
l
一
七
一
百
ハ

C

林
巳
奈
夫
「
洛
陽
卜
千
秋
墓
壁
書
に
封
す
る
註
稗
」
(
「
漢
代
の
神

神
』
所
状
、
臨
川
書
席
、
一
九
八
九
年
)
二
八
一
il--

、
二
八
七
貝
。
治
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陽
市
第
二
文
物
工
作
隊
「
洛
陽
恨
帥
際
新
葬
壁
童
墓
清
理
筒
報
」

(
「
文
物
」
一
九
九
二
二
乙
。
黄
明
蘭
、
郭
引
強
編
著
『
洛
陽
漢

墓
壁
書
一
』
(
文
物
山
版
耐
、
一
九
九
六
年
)
園
一
一
一
一
七
。

(
刊
山
)
岬
押
名
稗
長
幼
「
老
、
朽
也
、
老
而
不
死
、
日
仙
、
仙
、
選
也
、

這
入
山
也
」
。

(
幻
)
曾
布
川
『
寛
『
昆
忠
岡
山
へ
の
昇
仙
』
六
二
一
l
七
八
百
八

0

(
お
)
『
三
星
堆
祭
記
坑
』
ム
二
四
、
二
一
九
頁
、
括
園
ム
二

O
。
天
梯

と
し
て
の
大
型
神
樹
に
つ
い
て
は
、
稿
を
改
め
て
論
ず
る
こ
と
に
す

る。

(
m
U
)

銅
紳
壇
を
字
情
の
表
現
と
す
る
説
に
封
し
て
、
銅
紳
壇
を
復
原
し

た
孫
H

本
氏
は
全
く
別
の
捉
え
方
を
す
る
。
即
ち
全
憶
を
、
頂
隼
脆
坐

銅
人
像
(
描
困
9
)
の
如
く
頭
頂
に
銅
等
を
頂
い
た
人
物
に
な
ぞ
ら

え
た
も
の
と
し
、
中
段
の
山
岳
文
部
分
を
銅
隼
の
圏
足
、
聖
殿
部
分

を
鍍
空
器
腹
、
上
段
の
聖
山
部
分
を
酬
明
同
町
口
、
空
中
部
分
を
蓋
、
頂

上
の
人
物
を
蓋
民
と
し
、
下
段
の
四
人
の
人
物
が
こ
の
蓋
附
き
鋼
命

を
頭
頂
に
戴
く
と
す
る
。
こ
の
説
の
背
景
に
は
、
銅
尊
が
三
星
堆
の

人
々
に
と
っ
て
最
も
重
要
な
銅
櫨
器
で
あ
っ
た
と
す
る
認
識
が
あ
る
。

孫
華
「
三
思
堆
ガ
銅
神
壇
。
的
復
原
」
五
一
一
一
1
五
七
頁
。

(
鈎
)
河
南
省
文
物
研
究
所
『
信
陽
楚
某
」
(
文
物
出
版
社
、
一
九
八
六

年
)
二
九
1

三
一
頁
o
E
師
戯
蛇
固
と
す
る
。

(
社

)
H
N
o
r町
立

回

日

間

-o〕
デ
ヘ
山
W
N円
号
H

h

N
円
b
N
h
n
s
w

叫

J
3
n
g
ミ
h
a
¥さ
昌
巳
ト
ロ
旬
同

の
な
N
~
N
M
刊日

H
S
F
ω
2
2
F
Z戸
∞

2
B
W
N
C
C
Hリ
日

)-HH
∞

(
幻
)
『
三
星
堆
祭
記
坑
」
一
六
四
頁
、
括
園
八
四
。
孫
華
氏
は
獣
首
冠

人
像
の
紋
け
た
下
半
身
を
人
身
烏
爪
形
脚
人
像
の
下
半
身
で
補
い
復

原
す
る
。
孫
H

羊
『
四
川
盆
地
的
青
銅
時
代
』
(
科
卒
山
版
祉
、
二

O

0
0年
)
二
五
四
l
二
五
八
頁
。
ま
た
王
仁
湘
氏
は
銅
榊
壇
の
復
原

案
に
お
い
て
、
頂
き
の
第
七
層
人
物
の
鉄
け
た
上
宇
身
を
こ
の
獣
泊

冠
人
像
で
補
い
、
第
七
屠
全
健
を
第
困
層
聖
殿
の
上
に
載
せ
る
。
王

仁
湘
「
三
星
堆
二
競
坑
二
九
六
競
青
銅
神
壇
復
原
研
究
」
一
一
六
!

一
七
九
一
具
、
園
一

0
0

(
お
)
成
都
市
文
物
考
古
研
究
所
、
北
京
大
串
考
占
博
物
院
『
金
沙
淘
珍

成
都
市
金
沙
村
遺
社
出
土
文
物
』
(
文
物
出
版
社
、
二

O
O
二

年
)
四
一
一
一
1
四
七
頁
。

(
弘
)
同
上
、
二
九
!
コ
二
頁
。

(
お
)
九
尾
狐
説
、
飛
廉
説
な
ど
が
あ
る
が
、
説
得
力
を
鉄
く
。
徐
朝
龍

『
三
星
堆
・
中
岡
古
代
文
明
の
謎
』
(
大
修
館
主
目
庖
、
一
九
九
八
年
)

九
九
1
一
O
二
頁
。
孫
華
「
三
星
堆
グ
銅
柿
壇
w

的
復
原
」
五
八
頁
。

(
お
)
『
三
星
堆
祭
紀
坑
」
一
六
一
一
l
一
六
回
、
描
園
八
二
。

(
幻
)
麗
連
城
、
胡
智
生
『
賓
鶏
強
固
幕
地
」
上
冊
(
文
物
出
版
枇
、
一

九
九

O
年
)
、
ゴ
二
五
頁
、
括
園
二
二
一
、
三
七
五
、
描
園
二
五
七
。

(
お
)
万
は
こ
れ
ほ
ど
極
端
に
曲
が
っ
て
い
な
い
が
、
便
宜
的
に
万
と
す

る。

(
鈎
)
『
三
星
堆
祭
記
坑
」
一
二
五
八
l
一
二
六
一
百
ハ
、
括
岡
一
九
八
l
二
O

。
。
三
八
四
頁
、
括
国
一
一
一

0
0

(ω)
同
上
、
七
六
頁
、
描
国
四
一

1
0

(
社
)
林
巳
奈
夫
「
中
園
古
代
の
祭
玉
、
瑞
玉
」
(
「
東
方
皐
報
」
京
都
四

O
冊
、
一
九
六
九
年
)
二
九
七
!
三

O
六
頁
。
曾
布
川
寛
「
毘
忠
岡
山

と
昇
仙
固
」
一

O
七一良。

(
必
)
曾
布
川
寛
「
山
昆
忠
岡
山
と
昇
仙
園
」

(
必
)
向
上
、
一

O
六
l
一
O
九
頁
。

26 

一一一六
1

一
二
七
頁
。
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(
叫
)
績
漢
書
輿
服
志
「
長
冠
、
一
日
蒲
冠
、
高
七
寸
、
寅
一
一
一
寸
、
促

漆
擁
矯
之
、
制
如
板
、
以
竹
馬
裏
、
初
、
高
祖
微
時
、
以
竹
皮
篤
之
、

謂
之
劉
氏
冠
、
楚
冠
制
也
、
民
謂
之
鵠
尾
冠
、
非
也
、
記
宗
刷
諸
記

則
冠
之
」
。

(
日
制
)
停
拳
有
、
陳
松
長
編
著
『
馬
王
堆
渓
墓
文
物
』
(
湖
南
出
版
祉
、

一
九
九
二
年
)
岡
版
お
。

(
必
)
『
長
沙
馬
主
堆
一
一
披
漠
墓
』
下
集
、
固
二

O
三。

(
幻
)
山
海
経
海
外
東
一
経
「
東
方
句
+
七
、
鳥
身
人
面
、
采
雨
龍
」

(
必
)
墨
子
明
鬼
篇
「
昔
者
秦
穆
公
、
首
童
日
一
日
中
庭
於
廟
、
有
神
入
門

而
左
、
鳥
身
、
素
服
三
絶
、
面
状
正
方
、
秦
穆
公
見
之
、
乃
恐
憧
牛
件

走
。
一
神
日
、
無
催
、
帝
享
汝
明
徳
、
使
珠
賜
女
寄
十
年
右
九
、
使

若
園
家
蕃
日
目
、
子
孫
茂
、
母
失
。
秦
穆
公
再
拝
稽
首
目
、
敢
問
紳
名
、

目
、
予
矯
句
せ
」

0

(
羽
)
こ
の
柿
烏
は
挿
圃
1
・
2
の
復
原
園
で
は
猛
禽
類
の
よ
う
に
見
え

る
が
、
挿
園
間
に
見
る
通
り
、
お
だ
や
か
な
烏
で
、
羽
根
も
奥
に
長

く
表
現
さ
れ
て
い
る
。

(
叩
)
『
三
星
堆
祭
記
坑
』
コ
二
二
二
頁
、
描
国
一
八
四
。
二
六
二
頁
、
描

岡
一
四
一
一
一
2
0

(
日
)
『
三
星
堆
祭
杷
坑
』
一
二
四
頁
、
括
国
一
一
一

O
o

(
臼
)
曾
布
川
寛
「
昆
忠
岡
山
と
昇
仙
園
」
一
一
一
七
頁
。

(
臼
)
園
語
楚
語
十
「
卜
u
者
民
一
刑
不
雑
、
民
之
精
爽
不
播
武
者
、
而
又

能
斉
粛
衷
正
、
其
智
能
L
L

下
比
義
、
主
(
聖
能
光
遠
宣
朗
、
其
明
能
光

照
之
、
其
聴
能
聴
徹
之
、
如
是
則
明
神
降
之
、
在
男
日
現
、
在
女
日

亙
、
日
疋
使
制
柿
之
廃
位
次
主
、
而
篇
之
性
器
時
服
、
(
略
)
民
是
以

能
有
忠
信
、
神
田
疋
以
能
有
明
徳
、
民
紳
異
業
、
敬
而
不
漬
、
故
紳
降

之
嘉
生
、
民
以
物
享
、
耐
災
不
至
、
求
用
不
匿
」
。

(
日
)
注
(
日
)
参
照
。
池
津
優
「
十
u
代
中
岡
の
祭
記
に
お
け
る
グ
仲
介

者
。
の
要
素
|
|
戦
園
楚
の
卜
釜
祭
鵡
記
録
竹
筒
・
子
弾
庫
楚
白
書

と
「
絹
地
天
通
」
神
話
を
中
心
に
|
|
」
(
『
講
座
道
教
』
第
二
巻

「
這
救
の
数
圏
と
儀
耀
」
所
枚
、
雄
山
閤
出
版
、
二

0
0
0年)。

(
日
)
山
海
経
大
荒
西
経
「
有
人
、
明
雨
主
円
蛇
、
乗
雨
龍
、
名
目
夏
后

問
、
開
上
三
蹟
干
天
、
得
九
辞
典
九
歌
以
下
」
。

(
日
)
湖
北
省
陣
物
館
編
『
曾
侯
乙
墓
』
上
(
文
物
山
版
壮
、
一
九
八
九

年
)
会
六
回
!
一
六
五
頁
。
括
園
七
七
。

(
日
)
鴻
光
生
「
珍
奇
的
グ
夏
后
開
得
印
刷
宋
園
仁
(
「
江
渓
考
卜
U
」
一
九
八

一一一会
)

C

(
関
)
山
海
経
大
荒
西
経
「
有
霊
山
、
亙
成
、
亙
却
、
亙
粉
、
亙
彰
、

亙
姑
、
亙
員
、
市
川
雄
、
亙
抵
、
亙
謝
、
亙
羅
十
亙
、
従
此
升
降
、
百

薬
愛
在
」

0

(
印
)
三
星
堆
祭
記
坑
の
目
文
は
、
銅
日
形
器
(
『
三
足
堆
祭
記
坑
」
二

O
七
頁
、
描
園
一
一
五
)
と
も
関
連
し
重
大
な
問
題
を
は
ら
ん
で
い

る
の
で
、
稿
を
改
め
て
論
ず
る
。

(
削
)
張
光
直
『
中
園
青
銅
時
代
』
(
三
聯
宝
田
町
、
会
九
八
三
年
)
二
六

一二
1

二
六
四
頁
。

(
臼
)
周
世
築
「
馬
王
堆
漢
墓
的

4
脚
祇
園
が
吊
書
一
」
(
「
考
古
」
一
九
九

O

一
O
)
、
李
零
「
馬
王
堆
漢
幕
的
ρ

一
神
祇
園
μ

麿
属
昨
兵
園
」

(
「
考
士
巳
会
九
九
一
会
(
U
)
0

27 

挿
園
出
所
目
録

園
1

孫
華
「
三
星
堆
ρ

銅
神
抽
出
f

復
原
」
括
園
九
。
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園
2

『
三
星
堆
祭
紀
坑
』
括
園
一
一
一
九
。

園
3

向
上
、
描
園
二
二
二
。

園
4

向
上
、
描
園
一
一
一
一
一
。

園
5

『
長
沙
馬
主
堆
一
競
漠
墓
』
園
版
七
五
。

園
6

「
三
星
堆
祭
杷
坑
」
括
国
一
九
七
。

園
7

湖
南
省
博
物
館
「
長
沙
砂
子
塘
西
漢
墓
後
掘
筒
報
」
(
「
文
物
」

九
六
三
二
)
岡
版
二
、
古
田
員
一
氏
模
窮
。

圃
8
H
N
G
Z丘
四
山
間

-24
』対

N
3
N
h叫
RbNhap
叫

Jコ
ミ
話
之
』
」
ぎ
昌
巳
h
Q
h
H

の
な
N~NM刊日
H
E
P
-
u
-
仏

ω

園
9

『
三
星
堆
祭
杷
坑
』
括
国
一
二
八
。

国
間
曾
昭
情
、
蒋
賓
庚
、
禁
忠
義
『
冴
南
古
書
一
像
石
墓
護
掘
報
告
』

(
文
化
部
文
物
管
理
局
、
一
九
五
六
年
)
岡
版
六
六
。

園
口
『
三
星
堆
祭
紀
坑
』
括
園
八
四
。

園
刊
は
『
金
沙
淘
珍
』
四
三
頁
括
園
。

圏
内
川
向
上
、
園
版
因
。

園

川

河

口
r
o耳
目
白
岡

r
v
J
入山ロロミ

h引
RbNbbp
叫

J
2
2
N
h
w
h
E
¥
さ
話

Q
N
k
g円

む
き
凡
K
H
a
s
p
日
〕
-
印
H

園
日
「
一
一
百
生
堆
中
園
五
千
年
の
謎
・
驚
異
の
仮
面
王
図
』
(
朝
日
新
聞

一
吐
、
一
九
九
八
年
)
園
版
一
一
一
一
一
。

園
間
筆
者
撮
影
。

園
口
『
三
星
堆
中
園
五
千
年
の
謎
・
驚
異
の
仮
面
王
図
』
(
朝
日
新
聞

祉
、
一
九
九
八
年
)
固
版
五

O
o

国
間
『
二
百
生
堆
祭
杷
坑
』
括
国
一
一
一
五
。

28 
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。 叩温米

園4

三星堆29，虎祭記坑出土

「神殿頂部J(復原)

園 3

三星堆2競祭抗日坑出土

「神殿屋素J(復原)

園2 三星堆2披祭杷坑出土

銅神壇(復原)

29 

園 1 三星堆2披祭紀坑山土

銅榊壇(孫華氏復原案)



園6 三星推2競祭記坑出土

玉遺産線刻童(模本) (部分)

2披祭杷坑出土

I員隼脆坐人{象

両15.6crn

園7

砂子塘漢墓出土

外棺右側板

漆董昆嵩山園

(模本) (部分)

前漢初期

30 

昇仙国市重(模本)

前漠初期長205crn

378 
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園 11

三星堆H虎祭記坑出土

獣首冠人物像(模本)

圃13 金沙遺跡出土

金四烏緯日飾

f壬12.5cm

園9

三星堆2競祭杷坑出土

銅榊樹園座(模本)

園10

i斤南霊像石某中室八角柱

篭・西王母国(模本)

後漢

園12

金沙遺跡出土

銅立人像(模本)

高14.6cm

31 



園17

三星堆2*庭祭柁坑出土

銅神烏i象高7.8cm

20厚九時

園18 三星堆2競祭杷坑出土

銅 3競神樹(復原)

32 
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園14 三星堆2競祭杷坑出土

持産小人像高4.7cm

圃16 三星堆 2競祭記坑出土

銅神壇(部分)



AN ICONOGRAPHICAL CONSIDERATION OF A BRONZE ARTIFACT 

EXCAVATED FROM THE RITUAL PIT AT SANXINGDUI 

SOFUKAWA Hiroshi 

In 1986 two ritual pits dating to the late Shang-dynasty period were discovered 

at the Sanxingdui -=:£Jt at Guanghan in Sichuan from which were excavated large 

quantities of bronze, gold and jade artifacts. Large-scale figurative artifacts related 

to cultic practices such as bronze animal masks, a standing human bronze figure, 

and a bronze tree spirit in particular received the most attention, but the bronze 

artifact, classified as a shentan ffr$±_i, is also a valuable source for learning of the 

spiritual culture of the period. 

As the bronze shentan is profoundly damaged, its reconstruction has been con

ducted in diagrams using the fragments as clues, and Sun Hua ~- has recently 

published a proposed new reconstruction. It takes the form of 110-centimeter-tall 

structure, representing a tripartite mythological cosmology, divided into registers 

representing heaven, earth, and the underworld. Shangdi, the ruler of the uni

verse, is situated in heaven, and in the underworld are animal deities that are rid

den by four human deities who support the earth. A noteworthy section of the 

register of heaven contains a heavenly stairway that is represented by a wave-like 

mountain design that links the registers of the earth and heaven. This later 

appears in the Shan hai jing (Classic of Mountains and Seas) as the immortal 

sacred land under the direct control of the lord of heaven (Tiandi) that was the 

forerunner of Mt. Kunlun ~ W L1J. In the realm of the earth a scene of ritual wor

ship is depicted, which, if interpreted using the images engraved of the jade jewels 

found at the same site, seems to show shamans kneeling in worship of heaven at a 

sacred edifice atop a mountain, and the heavens raining down benefice in re

sponse. According to this interpretation, there is also a deity in the form of bird 

with a human face and a phoenix reigning in the sacred edifice, which represents 

the ideal relationship between heaven and earth. 

The ritual pits at the Sanxingdui site were not from the Shang dynasty but 

from an ancient kingdom that existed in the Shichuan region. It is certain that the 

bronze vessels and other items undoubtedly show the profound influence of Shang 

culture, but insofar as can be seen from the bronze shentan, its cosmology and the 

manner of worship can be seen as closely related to the early descriptions in the 

-78-



Shan hai jing, which was compiled in the south during the Warring States period, 

and also to the content of the later T-shaped painting on a silk garment excavated 

from the Han-dynasty tomb at Mawangdui in Changsha, Hunan, which is from the 

early Former Han dynasty. The appearance of figurative works that go back to 

over 1, 000 years earlier than the silk garment excavated at Mawangdui is likewise 

deeply significant in revealing heretofore unknown world. 

A PRELIMINARY STUDY OF VIETNAMESE DECORATED TILES 

FOUND IN JAVA: ON THE INTERACTION 

WITH ISLAMIC CULTURE 

SAKAI Takashi 

Among the varieties of Vietnamese ceramics, one finds tiles produced in the 

latter half of the 15th century, and the majority of these mainly blue and white 

tiles can only be found on the island of Java in Indonesia. The shapes include hex

agonal and cross-shaped types that are seldom found among Chinese ceramics. 

A current example of their use is found in the tiles of the Great Mosque of 

Demak on which animal motifs are common. Among the fragments excavated from 

the Trowulan site of the Hindu kingdom of Majapahit a variety of geometric pat

terns are prominent. The designs of Vietnamese ceramics discovered in Indonesia 

share motifs with the tiles. 

Yuan blue and white porcelain that is closely related to that of Vietnamese 

stoneware is found in two styles at Trowulan, the Zhizheng style and a simplified 

style that are shared with those from the Firuz Shah palace site in Delhi. There 

are also two types among the fragments of Vietnamese ceramics excavated from 

Western Asia, those whose patterns are similar to the blue and white Yuan porce

lain and those that developed in a unique fashion. 

The route of the distribution of the Zhizheng style can be divided into two 

stages on the basis of excavated materials at the Trowulan and Firuz Shah palace 

sites and also those in Okinawa. The first stage (from the mid to latter 14th cen

tury) began in Yuan China, spread to Majapahit, and then to Tughlug. The second 

stage (from early to mid 15th century) began in Ming China, spread to the 

Ryukyu, then Majapahit, and finally Western Asia. 
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